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ま え が き

本ソフトウェア説明書は，

ＳＩＭＰＬＩＡ／ＶＦ－ＦＩＬＥＣＯＭＰ Ｖ２０

について説明したものです．ソフトウェアの使用に先立ち，本書をご一読ください．

本ソフトウェアのインストレーションを実施するにあたり，その２週間前までに当社技術員から本ソフト

ウェアの最新保守情報をお取り寄せのうえ，インストレーションを実施頂くようお願い致します．また，ご

不明な点は当社の技術員にお問い合わせください．

なお，本書で用いる記号の意味は次のとおりです．

◆参照 → 本書の中の参照箇所を示しています．

◆【】 “適用マニュアル”に記載されているマニュアルの参照箇所を示しています．

例：◆【１】 １．２ ………“適用マニュアル”第１項のマニュアルの１．２ を参照．

２０１４年１２月

富士通株式会社

Ａｌｌ Ｒｉｇｈｔｓ Ｒｅｓｅｒｖｅｄ， Ｃｏｐｙｒｉｇｈｔ  富士通株式会社 １９９１－２０１４
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１．機能概要

このソフトウェアは以下の機能を備えている．

詳細は，本書の“３．適用マニュアル”に記載のマニュアルを参照する．

ＯＳＩＶ／ＭＳＰ ＳＩＭＰＬＩＡ／ＶＦ－ＦＩＬＥＣＯＭＰ（ＳＩＭｐｌｅ ｄｅｖｅｌｏｐｍｅｎｔ ＆ ｍａｉｎｔｅｎａｎｃｅ ｓｕｐｐｏｒｔ Ｐｒｏｇｒａｍ ＬＩｂｒａｒｉｅｓ ｆｏｒ

Ａｐｐｌｉｃａｔｉｏｎ ｓｙｓｔｅｍ／Ｖｅｒｉｆｉｃａｔｉｏｎ Ｆａｃｉｌｉｔｙ ｏｆ ＦＩＬＥ ＣＯＭＰａｒｅ ｔｏｏｌ） は，ファイルの変更状況の確認を支援

するツールである．

ＶＦ－ＦＩＬＥＣＯＭＰ が出力するドキュメントから，ファイルの変更前と変更後の変更箇所とその変更内容を知るこ

とができ，ファイルの変更状況を正確に把握することができる．

ＳＩＭＰＬＩＡ／ＶＦ－ＦＩＬＥＣＯＭＰ は以下の機能を持つ．

１．１ ファイル比較チェックリスト出力機能

１．１．１ 比較レコード抽出機能

比較するレコードの指定方法には，以下の三つの機能がある．

－ レコード件数指定

－ ページ数指定

－ 抽出キー値指定

１．１．２ 比較範囲の設定機能

比較対象レコード中の特定範囲だけを比較対象としたり，特定範囲だけを比較対象から外したりする機能

である．

１．１．３ ファイル比較機能

入力するデータに合わせて，以下の五つの機能がある．

－ 同一キーを意識した比較

－ 数字データ項目の符号を意識した比較

－ 制御文字を意識した比較

－ ＳＰＡＣＥ とＬＯＷ－ＶＡＬＵＥ を意識した比較

－ ＦＩＬＬＥＲを意識した比較

１．１．４ リスト出力機能

比較結果をドキュメント出力する機能である．ドキュメントの形式には以下の三つがある．

－ コピー句を利用したコピー句形式

－ ５０バイトずつのダンプ形式

－ 不一致レコードのレコードナンバーのみのアウトライン形式

１．２ 抽出レコードファイル出力機能

１．２．１ 比較レコード抽出機能

抽出するレコードの指定方法には，以下の三つの機能がある．

－ レコード件数指定

－ ページ数指定

－ 抽出キー値指定

１．２．２ ファイル出力機能

データファイルまたは出力リストから抽出した比較対象レコードを，抽出レコードファイルに出力する機

能である．
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２．構成プログラム

このソフトウェアは，表２．１ に示すプログラムから構成されている．

表２．１ 構成プログラム

項番 分 類 プログラム名 バージョン・レベル 備 考

１ ＳＩＭＰＬＩＡ／ ＪＳＭＶＦ０００ Ｖ２０Ｌ２０
ＶＦ－
ＦＩＬＥＣＯＭＰ

ＪＳＭＶＤＩＣＴ Ｖ２０Ｌ２０ 日本語名標辞書変換用

３．適用マニュアル

このソフトウェアに適用されるマニュアルは表３．１ に示すとおりである．

表３．１ 適用マニュアル

項
マ ニ ュ ア ル 名 称 マニュアルコード 備 考

番

１ ＯＳＩＶ ＳＩＭＰＬＩＡ／ＶＦ－ＦＩＬＥＣＯＭＰ 解説書 ７０ＡＲ－９９１０－２

２



４．新機能

このソフトウェアでは，以前のバージョンレベルに対して，次のような機能追加および改良が行われている．

４．１ Ｖ２０Ｌ１１で行われた機能追加・改良

４．１．１ ＣＯＢＯＬ８５ Ｖ１２新記述の対応

－ コピー句中にＰＯＩＮＴＥＲ 付きＵＳＡＧＥ 句が記述されている場合には，メッセージを出力して，処理を中止す
る．

－ コピー句中にＣＯＭＰＵＴＡＴＩＯＮＡＬ－４ が記述されている場合には，２進数として扱う．

－ コピー句中にＢＡＳＥＤ ＯＮ句が記述されている場合には，メッセージを出力して，処理を中止する．

－ コピー句中にＣＨＡＲＡＣＴＥＲ ＴＹＰＥ句の書き方３が記述されている場合には，メッセージを出力して，処理を
中止する．

－ コピー句中に位置決め単位名付きのＰＲＩＮＴＩＮＧ ＰＯＳＩＴＩＯＮ 句が記述されている場合には，メッセージを出
力して，処理を中止する．

４．１．２ ファイル比較チェックリスト（ダンプ形式）出力機能を使用する場合に以下の実行時オプション
が追加となった．

ＪＬＡＮＧ・・・・入力データの不一致箇所に日本語データが現れた場合，日本語に置き換えて帳票出力し
たい場合に指定する．

ＥＬＡＮＧ・・・・入力データの不一致箇所を全てＥＢＣＤＩＣ表示で帳票出力したい場合に指定する．

当オプションを省略した場合は，ＪＬＡＮＧ オプションを指定したものとみなす．

４．１．３ ファイル比較チェックリスト（ダンプ形式）出力機能を使用する場合に以下の実行時オプション
が追加となった．

ＨＥＸ・・・・・入力データの不一致箇所にＨＥＸ表示が必要な場合に指定する．

ＮＯＨＥＸ・・・・入力データの不一致箇所にＨＥＸ表示が不要な場合に指定する．

当オプションを省略した場合は，ＨＥＸ オプションを指定したものとみなす．

上記二つの指定方法は以下に示すとおりである．下線部は追加となった実行時オプションである．

／／ ＰＡＲＭ＝’ＦＣＨＥＣＫ（ＤＥＴＡＩＬＬＩＳＴ＝（０：０）），ＪＬＡＮＧ，ＨＥＸ，ＨＡＮＹＯ’

４．２ Ｖ２０Ｌ１２で行われた機能追加・改良

４．２．１ ファイル比較チェックリスト（コピー句形式，ダンプ形式）出力機能の不一致レコードの出力順
ＳＥＱ 番号を５桁から８桁に改良した．

４．２．２ ファイル比較チェックリスト（コピー句形式，ダンプ形式，アウトライン形式）出力機能の不一
致レコードのレコード番号を５桁から８桁に改良した．

４．２．３ ファイル比較チェックリスト（コピー句形式，ダンプ形式，アウトライン形式）出力機能および
抽出レコードファイル出力機能の各合計出力欄を５桁から８桁に改良した．

４．２．４ ファイル比較チェックリスト（アウトライン形式）出力機能で一行に出力できるレコード番号を
２０件から１３件に改良した．

４．２．５ ファイル比較チェックリスト出力機能および抽出レコードファイル出力機能の－ＲＥＣＯＲＤ （レコー
ド選択）補助制御文のＣＯＵＮＴ オペランドおよびＰＡＧＥオペランドに対する－ＤＡＴＡ （実値宣言）補助制御文
の実値を５桁から８桁に改良した．

４．３ Ｖ２０Ｌ２０で行われた機能追加・改良

４．３．１ ファイル比較チェックリスト出力機能において，ＫＥＹ オペランド指定による同一キーを意識した
比較の性能を改善した．

－ 作業用データセット（ＪＳＭＶＦ００３， ＪＳＭＶＦ００４ ＤＤ名）の必要容量削減
－ ソート作業用データセット（ＳＯＲＴＷＫ０１～０４ ＤＤ名）の必要容量削減

４．３．２ ファイル比較チェックリスト出力機能において，不一致レコードが存在した場合，最大重大度コ
ードが軽度のエラーになるように改良した．

－ 改良前：００
－ 改良後：０４（軽度のエラー）

最大重大度コードを利用している場合には注意されたい．

３



５．制限事項

このソフトウェアでは，マニュアルに記載の事項のうち，使用を制限しているものがある．

これらの制限事項の内容とその代行方法・解除予定を表５．１ に示す．

表５．１ 制限事項

項番 制 限 事 項 備考（ 代行方法， その他） 解除予定

本ソフトウェアを認定ライブラリにイン ジョブ制御文のＪＯＢＬＩＢまたはＳＴ な し
１ ストールするまたはインストールしたロー ＥＰＬＩＢ ＤＤ文に本ソフトウェアを格

ドモジュールライブラリを認定ライブラリ 納しているロードモジュールライブラリを
として使用することはできない． 指定して実行する．

ＳＹＳＩＮ制御文の－ＲＥＣＯＲＤ（レ ソート作業用データセット（ＳＯＲＴＷ 未 定
２ コード選択）補助制御文にＫＥＹオペラン Ｋ０１～ＳＯＲＴＷＫ０４）の領域を大き

ドまたはＣＯＮＤオペランド指定時，ＣＯ くするか，ＣＯＢＯＬプログラムの実行時
ＢＯＬプログラムが，”ＪＭＰ０６０１Ｉ オプションのＳＭＳＩＺＥに１２９Ｋ以上
－Ｕ”のエラーメッセージを発行する場合 を指定する．ＳＭＳＩＺＥオプションは，
がある． 以下のように指定する．

（指定例）
／／ＦＩＬＥＣＯＭＰ ＥＸＥＣ ＰＧＭ＝ＪＳＭＶＦ０００，ＲＥＧＩＯＮ＝２０４８Ｋ，
／／ ＰＡＲＭ＝’ＦＣＨＥＣＫ（ＯＵＴＬＩＮＥＬＩＳＴ）／ＳＭＳＩＺＥ（１２９Ｋ）’

６．ソフトウェア組合せ条件

このソフトウェアを使用するときに必要なソフトウェアは以下のとおりである．

表６．１ ソフトウェア組合せ条件

必 要 条 件
必要ソフトウェア 適用Ｖ／Ｌ 備 考

必 須 任 意

ＡＦⅡ Ｖ１０Ｌ１０以降 ○

ＣＯＢＯＬ８５ Ｖ１２Ｌ１０以降 ○

ソートマージ Ｖ１０Ｌ３０以降 ○

ＡＤＪＵＳＴ Ｖ１０Ｌ５０以降 ○ Ｖ１０Ｌ５０の場合は，ＰＴＦレベルＬ８９０６１以降が必要

ＪＥＦ基本辞書 Ｖ０１Ｌ９２以降 ○

ＧＥＭ Ｖ１０Ｌ３０以降 ○ コピーライブラリがＧＥＭ の場合

７．入出力装置

－ プリンタの対応機種は以下のとおり．ただし，水平スキップ機能と拡張印刷機構が必要である．

ＮＬＰ ： Ｆ６７００Ｄ，Ｆ６７００Ｅ，Ｆ６７１２Ｅ，Ｆ６７１５Ｅ，Ｆ６７１８Ｃ，

Ｆ６７１８Ｄ，Ｆ６７１８Ｋ

ＣＬＰ ： Ｆ６７２２Ｄ，Ｆ６７２４Ｃ，Ｆ６７２４Ｄ

４



８．提供媒体形式と内容

このソフトウェアで提供される媒体の内容は，表８．１ から表８．２ に示すとおりである．

表８．１ 提供媒体形式

ラベル形式 ボリューム通し番号 データセット数 巻 数

ＳＬ ＦＭ２０２０ ８ １

表８．２ 提供媒体内容

格納順番 データセット名 内 容

１ ＦＩＬＥＣＯＭＰ．ＪＣＬ 提供ＪＣＬファイル（インストール用ジョブ制御文， 実行用ジョブ制御文）
のＪＳＥＣＯＰＹ のアンロード版

２ ＦＩＬＥＣＯＭＰ．ＬＯＡＤ ロードモジュールライブラリのＪＳＥＣＯＰＹ のアンロード版

３ ＴＥＳＴ．ＣＯＰＹＬＩＢ 稼働確認用コピーライブラリのＪＳＥＣＯＰＹ のアンロード版

４ ＯＬＤ．ＦＩＬＥ 稼働確認用旧データファイルのＪＳＤＧＥＮＥＲのアンロード版

５ ＮＥＷ．ＦＩＬＥ 稼働確認用新データファイルのＪＳＤＧＥＮＥＲのアンロード版

６ ＦＩＬＥＣＯＭＰ．ＮＤＩＣＴ 稼働確認用日本語名標辞書のＪＳＤＧＥＮＥＲのアンロード版

７ ＦＩＬＥＣＯＭＰ．ＵＴＹＬＯＡＤ 日本語名標辞書データ変換プログラムのロードモジュールライブラリの
ＪＳＥＣＯＰＹ のアンロード版 ◆参照 → １２

８ ＦＩＬＥＣＯＭＰ．ＵＴＹＪＣＬ 日本語名標辞書データ変換プログラムの実行用ジョブ制御文のＪＳＤＧＥＮＥＲの
アンロード版 ◆参照 → １２

５



９．ＤＡＳＤ所要量

このソフトウェアのインストレーションを完了したときのＤＡＳＤ所要量の見積りは表９．１ に示すとおりで

ある．

表９．１ ＤＡＳＤ所要量

単位は各々次のとおり．
レコード長，ブロック長 ： バイト
ディレクトリ ： ブロック
ＤＡＳＤ所要量 ： トラック

データセット名 データセット形式 算 出 式
項 レコード形式

レコード長 ディレ ＤＡＳＤ所要量 備 考
番 標 準 名 変 更 ブロック長

可 否 クトリ Ｆ６４２１ Ｆ６４２５

ＦＩＬＥＣＯＭＰ．ＪＣＬ 可 区分編成
１ ＦＢ

８０
３１２０ ２ ３ ２

ＦＩＬＥＣＯＭＰ．ＬＯＡＤ 可 区分編成
２ Ｕ

０
６１４４ ４８ １０５ ７０

ＴＥＳＴ．ＣＯＰＹＬＩＢ 可 区分編成
３ ＦＢ

８０
３１２０ １ ２ １

ＯＬＤ．ＦＩＬＥ 可 順 編 成
４ Ｆ

１００
１００ ０ １ １

ＮＥＷ．ＦＩＬＥ 可 順 編 成
５ Ｆ

１００
１００ ０ １ １

ＦＩＬＥＣＯＭＰ． 可 順 編 成
６ ＮＤＩＣＴ ＦＢ

９４
９４０ ０ ２ １

ＦＩＬＥＣＯＭＰ． 可 区分編成
７ ＵＴＹＬＯＡＤ Ｕ

０
６１４４ １ ２ １

ＦＩＬＥＣＯＭＰ． 可 順 編 成
８ ＵＴＹＪＣＬ ＦＢ

８０
３１２０ ０ ２ １

６



１０．インストレーションの手引

このソフトウェアをインストールするための手順を説明する．

この章で使用しているＤＡＳＤ使用量は，すべてＦ６４２５換算である．

インストール手順を図１０．１に示す．

◆参照 → １０．１

インストール用
ジョブ制御文の
ローディング

ＤＬＩＢの

◆参照 → １０．２ ⇩ 落とし込み

インストール用
ジョブ制御文の
修正と実行

⇩

◆参照 → １０．３

実行用ジョブ制
御文の修正

図１０．１ インストール手順

７



１０．１ インストール用ジョブ制御文のローディング

インストール用ジョブ制御文は，提供ＪＣＬファイルのメンバとして提供している．

１０．１．１ 磁気テープ媒体からのローディング

磁気テープ媒体の提供ＪＣＬをローディングするジョブ制御文の例を図１０．２に示す．下線部は修正箇所で

ある．なお，下線が引かれていない部分でも，システムに合わせて装置名などを変更する．

／／ＵＳＥＲ０１Ａ ＪＯＢ ＸＸＸＸＸ，ＣＬＡＳＳ＝Ｈ，ＭＳＧＣＬＡＳＳ＝Ｒ
／／ＪＯＢＣＡＴ ＤＤ ＤＳＮ＝Ｎ８ＵＣＡＴ，ＤＩＳＰ＝ＳＨＲ
／／ＩＮＳＴ０１ ＥＸＥＣ ＰＧＭ＝ＪＳＥＣＯＰＹ
／／ＩＮ０１ ＤＤ ＤＳＮ＝ＦＩＬＥＣＯＭＰ．ＪＣＬ，ＤＩＳＰ＝（ＯＬＤ，ＰＡＳＳ），
／／ ＵＮＩＴ＝ＭＴ，ＶＯＬ＝ＳＥＲ＝ＦＭ２０２０，ＬＡＢＥＬ＝（０１，ＳＬ）
／／ＯＵＴ０１ ＤＤ ＤＳＮ＝ＵＳＥＲ０１．ＦＩＬＥＣＯＭＰ．ＪＣＬ，ＤＩＳＰ＝（ＮＥＷ，ＣＡＴＬＧ）， ①
／／ ＵＮＩＴ＝ＳＹＳＤＡ，ＶＯＬ＝ＳＥＲ＝ＤＡＳＤ０１，ＳＰＡＣＥ＝（ＴＲＫ，（２，１，２））
／／ＳＹＳＰＲＩＮＴ ＤＤ ＳＹＳＯＵＴ＝＊
／／ＳＹＳＩＮ ＤＤ ＊

ＣＯＰＹ ＩＮＤＤ＝ＩＮ０１，ＯＵＴＤＤ＝ＯＵＴ０１
／＊
／／

図１０．２ 磁気テープ媒体からローディングするジョブ制御文 （例）

① ＶＦ－ＦＩＬＥＣＯＭＰの提供ＪＣＬファイル（インストール用ジョブ制御文，実行用ジョブ制御文）

のデータセット名．

１０．１．２ ＤＶＤ媒体からのローディング

ＤＶＤ媒体の提供ＪＣＬをローディングするジョブ制御文の例を図１０．３に示す．下線部は修正箇所である．

なお，下線が引かれていない部分でも，システムに合わせて装置名などを変更する．

／／ＵＳＥＲ０１Ａ ＪＯＢ ＸＸＸＸＸ，ＣＬＡＳＳ＝Ａ，ＭＳＧＣＬＡＳＳ＝Ｒ
／／ＪＯＢＣＡＴ ＤＤ ＤＳＮ＝Ｎ８ＵＣＡＴ，ＤＩＳＰ＝ＳＨＲ
／／ＩＮＳＴ０１ ＥＸＥＣ ＰＧＭ＝ＪＳＥＣＯＰＹ
／／ＩＮ０１ ＤＤ ＤＳＮ＝ＦＩＬＥＣＯＭＰ．ＪＣＬ，ＤＩＳＰ＝ＯＬＤ，ＵＮＩＴ＝ＳＹＳＤＡ，
／／ ＶＯＬ＝ＳＥＲ＝ＤＶＤＶＯＬ
／／ＯＵＴ０１ ＤＤ ＤＳＮ＝ＵＳＥＲ０１．ＦＩＬＥＣＯＭＰ．ＪＣＬ，ＤＩＳＰ＝（ＮＥＷ，ＣＡＴＬＧ）， ①
／／ ＵＮＩＴ＝ＳＹＳＤＡ，ＶＯＬ＝ＳＥＲ＝ＤＡＳＤ０１，ＳＰＡＣＥ＝（ＴＲＫ，（２，１，２））
／／ＳＹＳＰＲＩＮＴ ＤＤ ＳＹＳＯＵＴ＝＊
／／ＳＹＳＩＮ ＤＤ ＊

ＣＯＰＹ ＩＮＤＤ＝ＩＮ０１，ＯＵＴＤＤ＝ＯＵＴ０１
／＊
／／

図１０．３ ＤＶＤ媒体からローディングするジョブ制御文 （例）

① ＶＦ－ＦＩＬＥＣＯＭＰの提供ＪＣＬファイル（インストール用ジョブ制御文，実行用ジョブ制御文）

のデータセット名．

［注意事項］

ＤＶＤ媒体の内容はＤＡＳＤに転送されていることが前提である．ＤＶＤ媒体からＤＡＳＤへの転送に

ついては，ＤＶＤ適用手順書を参照されたい．

８



１０．２ インストール用ジョブ制御文の修正と実行

インストールするシステムに応じ，インストール用ジョブ制御文を修正し，実行する．

１０．２．１ 磁気テープ媒体からのインストール

磁気テープ媒体からインストールする場合のインストール用ジョブ制御文を図１０．４に示す．提供ＪＣＬフ

ァイル中のメンバ名は＇ＩＮＳＴＡＬＬ＇である．下線部は修正箇所を示す．なお，下線が引かれていない

部分でも，システムに合わせて装置名などを変更する．

／／ＵＳＥＲ０１Ａ ＪＯＢ ＸＸＸＸＸ，ＣＬＡＳＳ＝Ｈ，ＭＳＧＣＬＡＳＳ＝Ｒ
／／ＪＯＢＣＡＴ ＤＤ ＤＳＮ＝Ｎ８ＵＣＡＴ，ＤＩＳＰ＝ＳＨＲ
／／ＲＥＳＴ０１ ＥＸＥＣ ＰＧＭ＝ＪＳＥＣＯＰＹ
／／ＩＮ０１ ＤＤ ＤＳＮ＝ＦＩＬＥＣＯＭＰ．ＬＯＡＤ，ＤＩＳＰ＝（ＯＬＤ，ＰＡＳＳ），
／／ ＵＮＩＴ＝ＭＴ，ＶＯＬ＝ＳＥＲ＝ＦＭ２０２０，ＬＡＢＥＬ＝（０２，ＳＬ）
／／ＩＮ０２ ＤＤ ＤＳＮ＝ＴＥＳＴ．ＣＯＰＹＬＩＢ，ＤＩＳＰ＝（ＯＬＤ，ＰＡＳＳ），
／／ ＵＮＩＴ＝ＭＴ，ＶＯＬ＝ＳＥＲ＝ＦＭ２０２０，ＬＡＢＥＬ＝（０３，ＳＬ）
／／ＯＵＴ０１ ＤＤ ＤＳＮ＝ＵＳＥＲ０１．ＦＩＬＥＣＯＭＰ．ＬＯＡＤ，ＤＩＳＰ＝（ＮＥＷ，ＣＡＴＬＧ）， ①
／／ ＵＮＩＴ＝ＳＹＳＤＡ，ＶＯＬ＝ＳＥＲ＝ＤＡＳＤ０１，
／／ ＳＰＡＣＥ＝（ＴＲＫ，（７０，１，４８），ＲＬＳＥ）
／／ＯＵＴ０２ ＤＤ ＤＳＮ＝ＵＳＥＲ０１．ＴＥＳＴ．ＣＯＰＹＬＩＢ，ＤＩＳＰ＝（ＮＥＷ，ＣＡＴＬＧ）， ②
／／ ＵＮＩＴ＝ＳＹＳＤＡ，ＶＯＬ＝ＳＥＲ＝ＤＡＳＤ０１，
／／ ＳＰＡＣＥ＝（ＴＲＫ，（１，１，１））
／／ＳＹＳＰＲＩＮＴ ＤＤ ＳＹＳＯＵＴ＝＊
／／ＳＹＳＩＮ ＤＤ ＊
ＣＯＰＹ ＩＮＤＤ＝ＩＮ０１，ＯＵＴＤＤ＝ＯＵＴ０１
ＣＯＰＹ ＩＮＤＤ＝ＩＮ０２，ＯＵＴＤＤ＝ＯＵＴ０２

／＊
／／ＲＥＳＴ０２ ＥＸＥＣ ＰＧＭ＝ＪＳＤＧＥＮＥＲ
／／ＳＹＳＰＲＩＮＴ ＤＤ ＳＹＳＯＵＴ＝＊
／／ＳＹＳＵＴ１ ＤＤ ＤＳＮ＝ＯＬＤ．ＦＩＬＥ，ＤＩＳＰ＝（ＯＬＤ，ＰＡＳＳ），
／／ ＵＮＩＴ＝ＭＴ，ＶＯＬ＝ＳＥＲ＝ＦＭ２０２０，ＬＡＢＥＬ＝（０４，ＳＬ）
／／ＳＹＳＵＴ２ ＤＤ ＤＳＮ＝ＵＳＥＲ０１．ＯＬＤ．ＦＩＬＥ，ＤＩＳＰ＝（ＮＥＷ，ＣＡＴＬＧ）， ③
／／ ＵＮＩＴ＝ＳＹＳＤＡ，ＶＯＬ＝ＳＥＲ＝ＤＡＳＤ０１，
／／ ＳＰＡＣＥ＝（ＴＲＫ，（１，１））
／／ＳＹＳＩＮ ＤＤ ＤＵＭＭＹ
／＊
／／ＲＥＳＴ０３ ＥＸＥＣ ＰＧＭ＝ＪＳＤＧＥＮＥＲ
／／ＳＹＳＰＲＩＮＴ ＤＤ ＳＹＳＯＵＴ＝＊
／／ＳＹＳＵＴ１ ＤＤ ＤＳＮ＝ＮＥＷ．ＦＩＬＥ，ＤＩＳＰ＝（ＯＬＤ，ＰＡＳＳ），
／／ ＵＮＩＴ＝ＭＴ，ＶＯＬ＝ＳＥＲ＝ＦＭ２０２０，ＬＡＢＥＬ＝（０５，ＳＬ）
／／ＳＹＳＵＴ２ ＤＤ ＤＳＮ＝ＵＳＥＲ０１．ＮＥＷ．ＦＩＬＥ，ＤＩＳＰ＝（ＮＥＷ，ＣＡＴＬＧ）， ④
／／ ＵＮＩＴ＝ＳＹＳＤＡ，ＶＯＬ＝ＳＥＲ＝ＤＡＳＤ０１，
／／ ＳＰＡＣＥ＝（ＴＲＫ，（１，１））
／／ＳＹＳＩＮ ＤＤ ＤＵＭＭＹ
／＊
／／ＲＥＳＴ０４ ＥＸＥＣ ＰＧＭ＝ＪＳＤＧＥＮＥＲ
／／ＳＹＳＰＲＩＮＴ ＤＤ ＳＹＳＯＵＴ＝＊
／／ＳＹＳＵＴ１ ＤＤ ＤＳＮ＝ＦＩＬＥＣＯＭＰ．ＮＤＩＣＴ，ＤＩＳＰ＝（ＯＬＤ，ＰＡＳＳ），
／／ ＵＮＩＴ＝ＭＴ，ＶＯＬ＝ＳＥＲ＝ＦＭ２０２０，ＬＡＢＥＬ＝（０６，ＳＬ）
／／ＳＹＳＵＴ２ ＤＤ ＤＳＮ＝ＵＳＥＲ０１．ＦＩＬＥＣＯＭＰ．ＮＤＩＣＴ，ＤＩＳＰ＝（ＮＥＷ，ＣＡＴＬＧ）， ⑤
／／ ＵＮＩＴ＝ＳＹＳＤＡ，ＶＯＬ＝ＳＥＲ＝ＤＡＳＤ０１，
／／ ＳＰＡＣＥ＝（ＴＲＫ，（１，１））
／／ＳＹＳＩＮ ＤＤ ＤＵＭＭＹ
／＊
／／ＲＥＳＴ０５ ＥＸＥＣ ＰＧＭ＝ＪＳＥＣＯＰＹ
／／ＩＮ０１ ＤＤ ＤＳＮ＝ＦＩＬＥＣＯＭＰ．ＵＴＹＬＯＡＤ，ＤＩＳＰ＝（ＯＬＤ，ＰＡＳＳ），
／／ ＵＮＩＴ＝ＭＴ，ＶＯＬ＝ＳＥＲ＝ＦＭ２０２０，ＬＡＢＥＬ＝（０７，ＳＬ）
／／ＯＵＴ０１ ＤＤ ＤＳＮ＝ＵＳＥＲ０１．ＦＩＬＥＣＯＭＰ．ＵＴＹＬＯＡＤ，ＤＩＳＰ＝（ＮＥＷ，ＣＡＴＬＧ）， ⑥
／／ ＵＮＩＴ＝ＳＹＳＤＡ，ＶＯＬ＝ＳＥＲ＝ＤＡＳＤ０１，
／／ ＳＰＡＣＥ＝（ＴＲＫ，（１，１，１））
／／ＳＹＳＰＲＩＮＴ ＤＤ ＳＹＳＯＵＴ＝＊
／／ＳＹＳＩＮ ＤＤ ＊
ＣＯＰＹ ＩＮＤＤ＝ＩＮ０１，ＯＵＴＤＤ＝ＯＵＴ０１

／＊

図１０．４ 磁気テープ媒体からのインストール用ジョブ制御文 （続く）
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／／ＲＥＳＴ０６ ＥＸＥＣ ＰＧＭ＝ＪＳＤＧＥＮＥＲ
／／ＳＹＳＰＲＩＮＴ ＤＤ ＳＹＳＯＵＴ＝＊
／／ＳＹＳＵＴ１ ＤＤ ＤＳＮ＝ＦＩＬＥＣＯＭＰ．ＵＴＹＪＣＬ，ＤＩＳＰ＝（ＯＬＤ，ＰＡＳＳ），
／／ ＵＮＩＴ＝ＭＴ，ＶＯＬ＝ＳＥＲ＝ＦＭ２０２０，ＬＡＢＥＬ＝（０８，ＳＬ）
／／ＳＹＳＵＴ２ ＤＤ ＤＳＮ＝ＵＳＥＲ０１．ＦＩＬＥＣＯＭＰ．ＵＴＹＪＣＬ，ＤＩＳＰ＝（ＮＥＷ，ＣＡＴＬＧ）， ⑦
／／ ＵＮＩＴ＝ＳＹＳＤＡ，ＶＯＬ＝ＳＥＲ＝ＤＡＳＤ０１，
／／ ＳＰＡＣＥ＝（ＴＲＫ，（１，１））
／／ＳＹＳＩＮ ＤＤ ＤＵＭＭＹ
／＊
／／

図１０．４ 磁気テープ媒体からのインストール用ジョブ制御文 （続き）

① ＶＦ－ＦＩＬＥＣＯＭＰのロードモジュールライブラリのデータセット名．

② ＶＦ－ＦＩＬＥＣＯＭＰの稼働確認用コピーライブラリのデータセット名．

③ ＶＦ－ＦＩＬＥＣＯＭＰの稼働確認用旧データファイルのデータセット名．

④ ＶＦ－ＦＩＬＥＣＯＭＰの稼働確認用新データファイルのデータセット名．

⑤ ＶＦ－ＦＩＬＥＣＯＭＰの稼働確認用日本語名標辞書のデータセット名．

⑥ 日本語名標辞書データ変換プログラムのロードモジュールライブラリのデータセット名．

⑦ 日本語名標辞書データ変換プログラムの実行用ジョブ制御文のデータセット名．

１０．２．２ ＤＶＤ媒体からのインストール

ＤＶＤ媒体からインストールする場合のインストール用ジョブ制御文を図１０．５に示す．提供ＪＣＬファイ

ル中のメンバ名は＇ＩＮＳＴＡＬＬ２＇である．下線部は修正箇所を示す．なお，下線が引かれていない部

分でも，システムに合わせて装置名などを変更する．

／／ＵＳＥＲ０１Ａ ＪＯＢ ＸＸＸＸＸ，ＣＬＡＳＳ＝Ａ，ＭＳＧＣＬＡＳＳ＝Ｒ
／／ＪＯＢＣＡＴ ＤＤ ＤＳＮ＝Ｎ８ＵＣＡＴ，ＤＩＳＰ＝ＳＨＲ
／／ＲＥＳＴ０１ ＥＸＥＣ ＰＧＭ＝ＪＳＥＣＯＰＹ
／／ＩＮ０１ ＤＤ ＤＳＮ＝ＦＩＬＥＣＯＭＰ．ＬＯＡＤ，ＤＩＳＰ＝ＯＬＤ，ＵＮＩＴ＝ＳＹＳＤＡ，
／／ ＶＯＬ＝ＳＥＲ＝ＤＶＤＶＯＬ
／／ＩＮ０２ ＤＤ ＤＳＮ＝ＴＥＳＴ．ＣＯＰＹＬＩＢ，ＤＩＳＰ＝ＯＬＤ，ＵＮＩＴ＝ＳＹＳＤＡ，
／／ ＶＯＬ＝ＳＥＲ＝ＤＶＤＶＯＬ
／／ＯＵＴ０１ ＤＤ ＤＳＮ＝ＵＳＥＲ０１．ＦＩＬＥＣＯＭＰ．ＬＯＡＤ，ＤＩＳＰ＝（ＮＥＷ，ＣＡＴＬＧ）， ①
／／ ＵＮＩＴ＝ＳＹＳＤＡ，ＶＯＬ＝ＳＥＲ＝ＤＡＳＤ０１，
／／ ＳＰＡＣＥ＝（ＴＲＫ，（７０，１，４８），ＲＬＳＥ）
／／ＯＵＴ０２ ＤＤ ＤＳＮ＝ＵＳＥＲ０１．ＴＥＳＴ．ＣＯＰＹＬＩＢ，ＤＩＳＰ＝（ＮＥＷ，ＣＡＴＬＧ）， ②
／／ ＵＮＩＴ＝ＳＹＳＤＡ，ＶＯＬ＝ＳＥＲ＝ＤＡＳＤ０１，
／／ ＳＰＡＣＥ＝（ＴＲＫ，（１，１，１））
／／ＳＹＳＰＲＩＮＴ ＤＤ ＳＹＳＯＵＴ＝＊
／／ＳＹＳＩＮ ＤＤ ＊
ＣＯＰＹ ＩＮＤＤ＝ＩＮ０１，ＯＵＴＤＤ＝ＯＵＴ０１
ＣＯＰＹ ＩＮＤＤ＝ＩＮ０２，ＯＵＴＤＤ＝ＯＵＴ０２

／＊
／／ＲＥＳＴ０２ ＥＸＥＣ ＰＧＭ＝ＪＳＤＧＥＮＥＲ
／／ＳＹＳＰＲＩＮＴ ＤＤ ＳＹＳＯＵＴ＝＊
／／ＳＹＳＵＴ１ ＤＤ ＤＳＮ＝ＯＬＤ．ＦＩＬＥ，ＤＩＳＰ＝ＯＬＤ，ＵＮＩＴ＝ＳＹＳＤＡ，
／／ ＶＯＬ＝ＳＥＲ＝ＤＶＤＶＯＬ
／／ＳＹＳＵＴ２ ＤＤ ＤＳＮ＝ＵＳＥＲ０１．ＯＬＤ．ＦＩＬＥ，ＤＩＳＰ＝（ＮＥＷ，ＣＡＴＬＧ）， ③
／／ ＵＮＩＴ＝ＳＹＳＤＡ，ＶＯＬ＝ＳＥＲ＝ＤＡＳＤ０１，
／／ ＳＰＡＣＥ＝（ＴＲＫ，（１，１））
／／ＳＹＳＩＮ ＤＤ ＤＵＭＭＹ
／＊
／／ＲＥＳＴ０３ ＥＸＥＣ ＰＧＭ＝ＪＳＤＧＥＮＥＲ
／／ＳＹＳＰＲＩＮＴ ＤＤ ＳＹＳＯＵＴ＝＊
／／ＳＹＳＵＴ１ ＤＤ ＤＳＮ＝ＮＥＷ．ＦＩＬＥ，ＤＩＳＰ＝ＯＬＤ，ＵＮＩＴ＝ＳＹＳＤＡ，
／／ ＶＯＬ＝ＳＥＲ＝ＤＶＤＶＯＬ
／／ＳＹＳＵＴ２ ＤＤ ＤＳＮ＝ＵＳＥＲ０１．ＮＥＷ．ＦＩＬＥ，ＤＩＳＰ＝（ＮＥＷ，ＣＡＴＬＧ）， ④
／／ ＵＮＩＴ＝ＳＹＳＤＡ，ＶＯＬ＝ＳＥＲ＝ＤＡＳＤ０１，
／／ ＳＰＡＣＥ＝（ＴＲＫ，（１，１））
／／ＳＹＳＩＮ ＤＤ ＤＵＭＭＹ
／＊

図１０．５ ＤＶＤ媒体からのインストール用ジョブ制御文 （続く）
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／／ＲＥＳＴ０４ ＥＸＥＣ ＰＧＭ＝ＪＳＤＧＥＮＥＲ
／／ＳＹＳＰＲＩＮＴ ＤＤ ＳＹＳＯＵＴ＝＊
／／ＳＹＳＵＴ１ ＤＤ ＤＳＮ＝ＦＩＬＥＣＯＭＰ．ＮＤＩＣＴ，ＤＩＳＰ＝ＯＬＤ，ＵＮＩＴ＝ＳＹＳＤＡ，
／／ ＶＯＬ＝ＳＥＲ＝ＤＶＤＶＯＬ
／／ＳＹＳＵＴ２ ＤＤ ＤＳＮ＝ＵＳＥＲ０１．ＦＩＬＥＣＯＭＰ．ＮＤＩＣＴ，ＤＩＳＰ＝（ＮＥＷ，ＣＡＴＬＧ）， ⑤
／／ ＵＮＩＴ＝ＳＹＳＤＡ，ＶＯＬ＝ＳＥＲ＝ＤＡＳＤ０１，
／／ ＳＰＡＣＥ＝（ＴＲＫ，（１，１））
／／ＳＹＳＩＮ ＤＤ ＤＵＭＭＹ
／＊
／／ＲＥＳＴ０５ ＥＸＥＣ ＰＧＭ＝ＪＳＥＣＯＰＹ
／／ＩＮ０１ ＤＤ ＤＳＮ＝ＦＩＬＥＣＯＭＰ．ＵＴＹＬＯＡＤ，ＤＩＳＰ＝ＯＬＤ，ＵＮＩＴ＝ＳＹＳＤＡ，
／／ ＶＯＬ＝ＳＥＲ＝ＤＶＤＶＯＬ
／／ＯＵＴ０１ ＤＤ ＤＳＮ＝ＵＳＥＲ０１．ＦＩＬＥＣＯＭＰ．ＵＴＹＬＯＡＤ，ＤＩＳＰ＝（ＮＥＷ，ＣＡＴＬＧ）， ⑥
／／ ＵＮＩＴ＝ＳＹＳＤＡ，ＶＯＬ＝ＳＥＲ＝ＤＡＳＤ０１，
／／ ＳＰＡＣＥ＝（ＴＲＫ，（１，１，１））
／／ＳＹＳＰＲＩＮＴ ＤＤ ＳＹＳＯＵＴ＝＊
／／ＳＹＳＩＮ ＤＤ ＊
ＣＯＰＹ ＩＮＤＤ＝ＩＮ０１，ＯＵＴＤＤ＝ＯＵＴ０１

／＊
／／ＲＥＳＴ０６ ＥＸＥＣ ＰＧＭ＝ＪＳＤＧＥＮＥＲ
／／ＳＹＳＰＲＩＮＴ ＤＤ ＳＹＳＯＵＴ＝＊
／／ＳＹＳＵＴ１ ＤＤ ＤＳＮ＝ＦＩＬＥＣＯＭＰ．ＵＴＹＪＣＬ，ＤＩＳＰ＝ＯＬＤ，ＵＮＩＴ＝ＳＹＳＤＡ，
／／ ＶＯＬ＝ＳＥＲ＝ＤＶＤＶＯＬ
／／ＳＹＳＵＴ２ ＤＤ ＤＳＮ＝ＵＳＥＲ０１．ＦＩＬＥＣＯＭＰ．ＵＴＹＪＣＬ，ＤＩＳＰ＝（ＮＥＷ，ＣＡＴＬＧ）， ⑦
／／ ＵＮＩＴ＝ＳＹＳＤＡ，ＶＯＬ＝ＳＥＲ＝ＤＡＳＤ０１，
／／ ＳＰＡＣＥ＝（ＴＲＫ，（１，１））
／／ＳＹＳＩＮ ＤＤ ＤＵＭＭＹ
／＊
／／

図１０．５ ＤＶＤ媒体からのインストール用ジョブ制御文 （続き）

① ＶＦ－ＦＩＬＥＣＯＭＰのロードモジュールライブラリのデータセット名．

② ＶＦ－ＦＩＬＥＣＯＭＰの稼働確認用コピーライブラリのデータセット名．

③ ＶＦ－ＦＩＬＥＣＯＭＰの稼働確認用旧データファイルのデータセット名．

④ ＶＦ－ＦＩＬＥＣＯＭＰの稼働確認用新データファイルのデータセット名．

⑤ ＶＦ－ＦＩＬＥＣＯＭＰの稼働確認用日本語名標辞書のデータセット名．

⑥ 日本語名標辞書データ変換プログラムのロードモジュールライブラリのデータセット名．

⑦ 日本語名標辞書データ変換プログラムの実行用ジョブ制御文のデータセット名．
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１０．３ 実行用ジョブ制御文の修正

このソフトウェアを稼動させるためのジョブ制御文を修正する．なお，下線が引かれていない部分でも，

システムに合わせて装置名などを変更する．

１０．３．１ ファイル比較チェックリスト（コピー句形式）出力用ジョブ制御文の修正

ファイル比較チェックリスト（コピー句形式）出力用ジョブ制御文を図１０．６に示す．提供ＪＣＬファイルの

メンバは＇ＦＣＨＥＣＫ１＇である．

／／ＵＳＥＲ０１Ａ ＪＯＢ ＸＸＸＸＸ，ＣＬＡＳＳ＝Ａ，ＭＳＧＣＬＡＳＳ＝Ｒ
／／ＪＯＢＬＩＢ ＤＤ ＤＳＮ＝ＵＳＥＲ０１．ＦＩＬＥＣＯＭＰ．ＬＯＡＤ，ＤＩＳＰ＝ＳＨＲ ①
／／ ＤＤ ＤＳＮ＝ＳＹＳ１．Ｃ８５Ｌ２０．ＣＯＢＬＩＢ，ＤＩＳＰ＝ＳＨＲ ②
／／ ＤＤ ＤＳＮ＝ＳＹＳ１．Ｃ８５Ｌ２０．ＬＩＮＫＬＩＢ，ＤＩＳＰ＝ＳＨＲ
／／ ＤＤ ＤＳＮ＝ＳＹＳ１．ＡＤＪＵＳＴ．ＬＩＮＫＬＩＢ，ＤＩＳＰ＝ＳＨＲ
／／ＪＯＢＣＡＴ ＤＤ ＤＳＮ＝Ｎ８ＵＣＡＴ，ＤＩＳＰ＝ＳＨＲ ③
／／ＦＩＬＥＣＯＭＰ ＥＸＥＣ ＰＧＭ＝ＪＳＭＶＦ０００，ＲＥＧＩＯＮ＝２０４８Ｋ，
／／ ＰＡＲＭ＝’ＦＣＨＥＣＫ，ＨＡＮＹＯ，ＨＹＰ１’
／／ＪＳＭＶＦＩＮ ＤＤ ＤＳＮ＝ＵＳＥＲ０１．ＯＬＤ．ＦＩＬＥ，ＤＩＳＰ＝ＳＨＲ ④
／／ＪＳＭＶＦＩＮ１ ＤＤ ＤＳＮ＝ＵＳＥＲ０１．ＮＥＷ．ＦＩＬＥ，ＤＩＳＰ＝ＳＨＲ ⑤
／／ＳＹＳＬＩＢ ＤＤ ＤＳＮ＝ＵＳＥＲ０１．ＴＥＳＴ．ＣＯＰＹＬＩＢ，ＤＩＳＰ＝ＳＨＲ ⑥
／／ＪＩＭＬＩＢ ＤＤ ＤＳＮ＝ＵＳＥＲ０１．ＦＩＬＥＣＯＭＰ．ＮＤＩＣＴ，ＤＩＳＰ＝ＳＨＲ ⑦
／／ＪＳＭＶＦ００１ ＤＤ ＵＮＩＴ＝ＳＹＳＤＡ，ＳＰＡＣＥ＝（ＴＲＫ，（３０，１０））
／／ＪＳＭＶＦ００２ ＤＤ ＵＮＩＴ＝ＳＹＳＤＡ，ＳＰＡＣＥ＝（ＴＲＫ，（５，５））
／／ＪＳＭＶＦ００３ ＤＤ ＵＮＩＴ＝ＳＹＳＤＡ，ＳＰＡＣＥ＝（ＴＲＫ，（１０，１０））
／／ＪＳＭＶＦ００４ ＤＤ ＵＮＩＴ＝ＳＹＳＤＡ，ＳＰＡＣＥ＝（ＴＲＫ，（１０，１０））
／／ＳＯＲＴＷＫ０１ ＤＤ ＵＮＩＴ＝ＳＹＳＤＡ，ＳＰＡＣＥ＝（ＴＲＫ，（１０，１０））
／／ＳＯＲＴＷＫ０２ ＤＤ ＵＮＩＴ＝ＳＹＳＤＡ，ＳＰＡＣＥ＝（ＴＲＫ，（１０，１０））
／／ＳＯＲＴＷＫ０３ ＤＤ ＵＮＩＴ＝ＳＹＳＤＡ，ＳＰＡＣＥ＝（ＴＲＫ，（１０，１０））
／／ＳＯＲＴＷＫ０４ ＤＤ ＵＮＩＴ＝ＳＹＳＤＡ，ＳＰＡＣＥ＝（ＴＲＫ，（１０，１０））
／／ＳＹＳＵＴ２ ＤＤ ＵＮＩＴ＝ＳＹＳＤＡ，ＳＰＡＣＥ＝（ＴＲＫ，（１０，１０））
／／ＳＹＳＤＣＴ ＤＤ ＵＮＩＴ＝ＳＹＳＤＡ，ＳＰＡＣＥ＝（ＴＲＫ，（１０，１０，１０）），
／／ ＤＣＢ＝（ＬＲＥＣＬ＝５０８，ＢＬＫＳＩＺＥ＝１０１６０，ＲＥＣＦＭ＝ＶＢ）
／／ＳＹＳＰＲＩＮＴ ＤＤ ＳＹＳＯＵＴ＝＊
／／ＪＳＭＶＦＬＳＴ ＤＤ ＳＹＳＯＵＴ＝＊，ＦＣＢ＝ＳＴＤ３ ⑧
／／ＳＹＳＯＵＴ ＤＤ ＤＵＭＭＹ
／／ＳＹＳＩＮ ＤＤ ＊
＠ＯＰＴＩＯＮＳ
＠ＣＯＭＰＡＲＥ
－ＭＯＰＴ Ｍ＝ＰＳ；ＰＳ
－ＣＯＰＹ ＮＡＭＥ＝ＭＥＭ０１
－ＲＥＣＯＲＤ ＡＬＬ
－ＩＴＥＭ ＡＬＬ
／＊
／／

図１０．６ ファイル比較チェックリスト（コピー句形式）出力用ジョブ制御文

① ＶＦ－ＦＩＬＥＣＯＭＰのロードモジュールライブラリを指定する．

② ＣＯＢＯＬ８５コンパイラ，ＣＯＢＯＬ８５ライブラリ，ＡＤＪＵＳＴなどの必要プログラムのライブ

ラリを指定する．ただし，認定ライブラリとなっているものは，指定してはならない．

注）ＡＤＪＵＳＴロードモジュールライブラリには，動的結合用のトランジェントライブラリを指定する

こと．

③ ユーザカタログを指定する．

④ 入力元の旧データファイルを指定する．

⑤ 入力元の新データファイルを指定する．

⑥ 入力元のコピーライブラリを指定する．

⑦ 実行時オプションでＨＡＮＹＯ指定時に，日本語名標辞書を指定する．

⑧ 用紙制御イメージ識別子は，８ＬＰＩのものを指定する．
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１０．３．２ ファイル比較チェックリスト（ダンプ形式）出力用ジョブ制御文の修正

ファイル比較チェックリスト（ダンプ形式）出力用ジョブ制御文を図１０．７に示す．提供ＪＣＬファイルのメ

ンバは＇ＦＣＨＥＣＫ２＇である．

／／ＵＳＥＲ０１Ａ ＪＯＢ ＸＸＸＸＸ，ＣＬＡＳＳ＝Ａ，ＭＳＧＣＬＡＳＳ＝Ｒ
／／ＪＯＢＬＩＢ ＤＤ ＤＳＮ＝ＵＳＥＲ０１．ＦＩＬＥＣＯＭＰ．ＬＯＡＤ，ＤＩＳＰ＝ＳＨＲ ①
／／ ＤＤ ＤＳＮ＝ＳＹＳ１．Ｃ８５Ｌ２０．ＣＯＢＬＩＢ，ＤＩＳＰ＝ＳＨＲ ②
／／ ＤＤ ＤＳＮ＝ＳＹＳ１．Ｃ８５Ｌ２０．ＬＩＮＫＬＩＢ，ＤＩＳＰ＝ＳＨＲ
／／ ＤＤ ＤＳＮ＝ＳＹＳ１．ＡＤＪＵＳＴ．ＬＩＮＫＬＩＢ，ＤＩＳＰ＝ＳＨＲ
／／ＪＯＢＣＡＴ ＤＤ ＤＳＮ＝Ｎ８ＵＣＡＴ，ＤＩＳＰ＝ＳＨＲ ③
／／ＦＩＬＥＣＯＭＰ ＥＸＥＣ ＰＧＭ＝ＪＳＭＶＦ０００，ＲＥＧＩＯＮ＝２０４８Ｋ，
／／ ＰＡＲＭ＝’ＦＣＨＥＣＫ’
／／ＪＳＭＶＦＩＮ ＤＤ ＤＳＮ＝ＵＳＥＲ０１．ＯＬＤ．ＦＩＬＥ，ＤＩＳＰ＝ＳＨＲ ④
／／ＪＳＭＶＦＩＮ１ ＤＤ ＤＳＮ＝ＵＳＥＲ０１．ＮＥＷ．ＦＩＬＥ，ＤＩＳＰ＝ＳＨＲ ⑤
／／ＪＳＭＶＦ００１ ＤＤ ＵＮＩＴ＝ＳＹＳＤＡ，ＳＰＡＣＥ＝（ＴＲＫ，（３０，１０））
／／ＪＳＭＶＦ００２ ＤＤ ＵＮＩＴ＝ＳＹＳＤＡ，ＳＰＡＣＥ＝（ＴＲＫ，（５，５））
／／ＪＳＭＶＦ００３ ＤＤ ＵＮＩＴ＝ＳＹＳＤＡ，ＳＰＡＣＥ＝（ＴＲＫ，（１０，１０））
／／ＪＳＭＶＦ００４ ＤＤ ＵＮＩＴ＝ＳＹＳＤＡ，ＳＰＡＣＥ＝（ＴＲＫ，（１０，１０））
／／ＳＯＲＴＷＫ０１ ＤＤ ＵＮＩＴ＝ＳＹＳＤＡ，ＳＰＡＣＥ＝（ＴＲＫ，（１０，１０））
／／ＳＯＲＴＷＫ０２ ＤＤ ＵＮＩＴ＝ＳＹＳＤＡ，ＳＰＡＣＥ＝（ＴＲＫ，（１０，１０））
／／ＳＯＲＴＷＫ０３ ＤＤ ＵＮＩＴ＝ＳＹＳＤＡ，ＳＰＡＣＥ＝（ＴＲＫ，（１０，１０））
／／ＳＯＲＴＷＫ０４ ＤＤ ＵＮＩＴ＝ＳＹＳＤＡ，ＳＰＡＣＥ＝（ＴＲＫ，（１０，１０））
／／ＳＹＳＰＲＩＮＴ ＤＤ ＳＹＳＯＵＴ＝＊
／／ＪＳＭＶＦＬＳＴ ＤＤ ＳＹＳＯＵＴ＝＊，ＦＣＢ＝ＳＴＤ３ ⑥
／／ＳＹＳＯＵＴ ＤＤ ＤＵＭＭＹ
／／ＳＹＳＩＮ ＤＤ ＊
＠ＯＰＴＩＯＮＳ
＠ＣＯＭＰＡＲＥ
－ＭＯＰＴ Ｍ＝ＰＳ；ＰＳ
－ＲＥＣＯＲＤ ＡＬＬ
－ＩＴＥＭ ＡＬＬ
／＊
／／

図１０．７ ファイル比較チェックリスト（ダンプ形式）出力用ジョブ制御文

① ＶＦ－ＦＩＬＥＣＯＭＰのロードモジュールライブラリを指定する．

② ＣＯＢＯＬ８５コンパイラ，ＣＯＢＯＬ８５ライブラリ，ＡＤＪＵＳＴなどの必要プログラムのライブ

ラリを指定する．ただし，認定ライブラリとなっているものは，指定してはならない．

注）ＡＤＪＵＳＴロードモジュールライブラリには，動的結合用のトランジェントライブラリを指定する

こと．

③ ユーザカタログを指定する．

④ 入力元の旧データファイルを指定する．

⑤ 入力元の新データファイルを指定する．

⑥ 用紙制御イメージ識別子は，８ＬＰＩのものを指定する．
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１０．３．３ 抽出レコードファイル出力用ジョブ制御文の修正

抽出レコードファイル出力用ジョブ制御文を図１０．８に示す．提供ＪＣＬファイルのメンバは＇ＳＥＬＥＣＴ

＇である．

／／ＵＳＥＲ０１Ａ ＪＯＢ ＸＸＸＸＸ，ＣＬＡＳＳ＝Ａ，ＭＳＧＣＬＡＳＳ＝Ｒ
／／ＪＯＢＬＩＢ ＤＤ ＤＳＮ＝ＵＳＥＲ０１．ＦＩＬＥＣＯＭＰ．ＬＯＡＤ，ＤＩＳＰ＝ＳＨＲ ①
／／ ＤＤ ＤＳＮ＝ＳＹＳ１．Ｃ８５Ｌ２０．ＣＯＢＬＩＢ，ＤＩＳＰ＝ＳＨＲ ②
／／ ＤＤ ＤＳＮ＝ＳＹＳ１．Ｃ８５Ｌ２０．ＬＩＮＫＬＩＢ，ＤＩＳＰ＝ＳＨＲ
／／ ＤＤ ＤＳＮ＝ＳＹＳ１．ＡＤＪＵＳＴ．ＬＩＮＫＬＩＢ，ＤＩＳＰ＝ＳＨＲ
／／ＪＯＢＣＡＴ ＤＤ ＤＳＮ＝Ｎ８ＵＣＡＴ，ＤＩＳＰ＝ＳＨＲ ③
／／ＦＩＬＥＣＯＭＰ ＥＸＥＣ ＰＧＭ＝ＪＳＭＶＦ０００，ＲＥＧＩＯＮ＝２０４８Ｋ，
／／ ＰＡＲＭ＝’ＳＥＬＥＣＴ’
／／ＪＳＭＶＦＩＮ ＤＤ ＤＳＮ＝ＵＳＥＲ０１．ＯＬＤ．ＦＩＬＥ，ＤＩＳＰ＝ＳＨＲ ④
／／ＳＹＳＬＩＢ ＤＤ ＤＳＮ＝ＵＳＥＲ０１．ＴＥＳＴ．ＣＯＰＹＬＩＢ，ＤＩＳＰ＝ＳＨＲ ⑤
／／ＪＳＭＶＦ００１ ＤＤ ＵＮＩＴ＝ＳＹＳＤＡ，ＳＰＡＣＥ＝（ＴＲＫ，（３０，１０））
／／ＪＳＭＶＦ００２ ＤＤ ＵＮＩＴ＝ＳＹＳＤＡ，ＳＰＡＣＥ＝（ＴＲＫ，（５，５））
／／ＪＳＭＶＦ００３ ＤＤ ＵＮＩＴ＝ＳＹＳＤＡ，ＳＰＡＣＥ＝（ＴＲＫ，（１０，１０））
／／ＪＳＭＶＦ００４ ＤＤ ＵＮＩＴ＝ＳＹＳＤＡ，ＳＰＡＣＥ＝（ＴＲＫ，（１０，１０））
／／ＳＹＳＵＴ２ ＤＤ ＵＮＩＴ＝ＳＹＳＤＡ，ＳＰＡＣＥ＝（ＴＲＫ，（１０，１０））
／／ＳＹＳＤＣＴ ＤＤ ＵＮＩＴ＝ＳＹＳＤＡ，ＳＰＡＣＥ＝（ＴＲＫ，（１０，１０，１０）），
／／ ＤＣＢ＝（ＬＲＥＣＬ＝５０８，ＢＬＫＳＩＺＥ＝１０１６０，ＲＥＣＦＭ＝ＶＢ）
／／ＪＳＭＶＦＯＴ ＤＤ ＤＳＮ＝ＵＳＥＲ０１．ＳＥＬＥＣＴ．ＦＩＬＥ，ＵＮＩＴ＝ＳＹＳＤＡ，ＶＯＬ＝ＳＥＲ＝ＤＡＳＤ０１， ⑥
／／ ＤＩＳＰ＝（ＮＥＷ，ＣＡＴＬＧ），ＳＰＡＣＥ＝（ＴＲＫ，（１，１））
／／ＳＹＳＰＲＩＮＴ ＤＤ ＳＹＳＯＵＴ＝＊
／／ＪＳＭＶＦＬＳＴ ＤＤ ＳＹＳＯＵＴ＝＊
／／ＳＹＳＩＮ ＤＤ ＊
＠ＯＰＴＩＯＮＳ
＠ＣＯＭＰＡＲＥ
－ＭＯＰＴ Ｍ＝ＰＳ
－ＲＥＣＯＲＤ ＣＯＵＮＴ＝（Ａ）
－ＤＡＴＡ Ａ＝（３／５）
／＊
／／

図１０．８ 抽出レコードファイル出力用ジョブ制御文

① ＶＦ－ＦＩＬＥＣＯＭＰのロードモジュールライブラリを指定する．

② ＣＯＢＯＬ８５コンパイラ，ＣＯＢＯＬ８５ライブラリ，ＡＤＪＵＳＴなどの必要プログラムのライブ

ラリを指定する．ただし，認定ライブラリとなっているものは，指定してはならない．

注）ＡＤＪＵＳＴロードモジュールライブラリには，動的結合用のトランジェントライブラリを指定する

こと．

③ ユーザカタログを指定する．

④ 入力元のデータファイルを指定する．

⑤ コピー句を使用する場合は，入力元のコピーライブラリを指定する．

⑥ 抽出レコードファイルを指定する．
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１１．稼動確認

このソフトウェアの稼動確認の方法を説明する．

１１．１ ファイル比較チェックリスト（コピー句形式）出力機能の稼動確認

提供ＪＣＬファイルのメンバ＇ＦＣＨＥＣＫ１＇を修正し，実行する．実行後このジョブ制御文で出力し

たドキュメントが図１１．１と同じであることを確認する．

当ジョブは，不一致レコードが検出され，最大重大度コード＝０４で完了する．

・ジョブ制御文の修正

稼働確認のためのジョブ制御文の修正箇所を説明する．説明以外の箇所は“１０．３ 実行用ジョブ制御文の

修正”で修正した内容と同じである．

－ ＰＡＲＭパラメタに実行時オプション＇ＦＣＨＥＣＫ，ＨＡＮＹＯ，ＨＹＰ１＇を指定する．

－ 入力元の旧データファイルに提供旧データファイルのデータセット名を指定する．

－ 入力元の新データファイルに提供新データファイルのデータセット名を指定する．

－ 入力元のコピーライブラリに提供コピーライブラリのデータセット名を指定する．

－ ＪＩＭＬＩＢ ＤＤ文に提供日本語名標辞書のデータセット名を指定する．

－ ＳＹＳＩＮ制御文に＠ＯＰＴＩＯＮＳ制御文と＠ＣＯＭＰＡＲＥ制御文を指定し，－ＭＯＰＴ（メンバ

選択）補助制御文に＇Ｍ＝ＰＳ；ＰＳ＇を指定する．さらに，－ＣＯＰＹ（コピー句選択）補助制御文に

＇ＮＡＭＥ＝ＭＥＭ０１＇を指定する．さらに，－ＲＥＣＯＲＤ（レコード選択）補助制御文と－ＩＴＥ

Ｍ（比較範囲指示）補助制御文に＇ＡＬＬ＇を指定する．
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～～

ＳＩＭＰＬＩＡ／ＶＦ－ＦＩＬＥＣＯＭＰ Ｖ２０Ｌ２０ 注） →日付＊＊＊＊ 時刻 ＊＊＊＊

＊＊ ファイル比較チェックリスト ＊＊

ＯＬＤ ： ＵＳＥＲ０１．ＯＬＤ．ＦＩＬＥ

０００００００１ レコードＮＯ ０００００００１ フォーマットＮＯ ０１
ｌｏｃａｔｅ ００００１：００００６

従業員番号 ８１３００１
？

０００００００２ レコードＮＯ ０００００００４ フォーマットＮＯ ０１ ⇨続く
ｌｏｃａｔｅ ００００８：０００２７

従業員氏名 渡 辺 幸 一
Ｃ５ＣＦＣＡＤ５Ｂ９ＡＣＢ０ＥＣ２９４０４０４０４０４０４０

？？
０００００００３ レコードＮＯ ０００００００５ フォーマットＮＯ ０１

ｌｏｃａｔｅ ００００８：０００２７
従業員氏名 中 野 修 一

Ｃ３Ｅ６ＣＣＥＥＢＤＡ４Ｂ０ＥＣ２９４０４０４０４０４０４０
？？

０００００００４ レコードＮＯ ０００００００６ フォーマットＮＯ ０１
ｌｏｃａｔｅ ００００８：０００２７

従業員氏名 平 忠 彦
ＣＡＢＦＣ３Ｅ９Ｃ９Ａ７２９４０４０４０４０４０４０４０４０

？？
０００００００５ レコードＮＯ ００００００１０ フォーマットＮＯ ０１

ｌｏｃａｔｅ ００００１：００００６
従業員番号 ８２３０００

？

合 計 読込件数 比較件数 不一致件数 一致件数
ＯＬＤ ： １０ １０ ５ ５
ＮＥＷ ： １０ １０ ５ ５

～～

～～

ＰＡＧＥ １

ＮＥＷ ： ＵＳＥＲ０１．ＮＥＷ．ＦＩＬＥ

レコードＮＯ ０００００００１ フォーマットＮＯ ０１
ｌｏｃａｔｅ ００００１：００００６

従業員番号 ８５３００１
？

続き⇨ レコードＮＯ ０００００００４ フォーマットＮＯ ０１
ｌｏｃａｔｅ ００００８：０００２７

従業員氏名 渡 辺 幸 二
Ｃ５ＣＦＣＡＤ５Ｂ９ＡＣＣ６Ｆ３２９４０４０４０４０４０４０

？？
レコードＮＯ ０００００００５ フォーマットＮＯ ０１

ｌｏｃａｔｅ ００００８：０００２７
従業員氏名 中 山 修 一

Ｃ３Ｅ６ＢＢＢ３ＢＤＡ４Ｂ０ＥＣ２９４０４０４０４０４０４０
？？

レコードＮＯ ０００００００６ フォーマットＮＯ ０１
ｌｏｃａｔｅ ００００８：０００２７

従業員氏名 平 忠 雄
ＣＡＢＦＣ３Ｅ９ＣＤＢＡ２９４０４０４０４０４０４０４０４０

？？
レコードＮＯ ００００００１０ フォーマットＮＯ ０１

ｌｏｃａｔｅ ００００１：００００６
従業員番号 ８２７０００

？

～～

（注） 日付・時刻には，ファイル比較チェックリストを出力した日付・時刻が出力される．

図１１．１ ファイル比較チェックリスト（コピー句形式）出力機能のドキュメント
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１１．２ ファイル比較チェックリスト（ダンプ形式）出力機能の稼動確認

提供ＪＣＬファイルのメンバ＇ＦＣＨＥＣＫ２＇を修正し，実行する．実行後このジョブ制御文で出力し

たドキュメントが図１１．２と同じであることを確認する．

当ジョブは，不一致レコードが検出され，最大重大度コード＝０４で完了する．

・ジョブ制御文の修正

稼働確認のためのジョブ制御文の修正箇所を説明する．説明以外の箇所は“１０．３ 実行用ジョブ制御文の

修正”で修正した内容と同じである．

－ ＰＡＲＭパラメタに実行時オプション＇ＦＣＨＥＣＫ＇を指定する．

－ 入力元の旧データファイルに提供旧データファイルのデータセット名を指定する．

－ 入力元の新データファイルに提供新データファイルのデータセット名を指定する．

－ ＳＹＳＩＮ制御文に＠ＯＰＴＩＯＮＳ制御文と＠ＣＯＭＰＡＲＥ制御文を指定し，－ＭＯＰＴ（メンバ

選択）補助制御文に＇Ｍ＝ＰＳ；ＰＳ＇を指定する．さらに，－ＲＥＣＯＲＤ（レコード選択）補助制御

文と－ＩＴＥＭ（比較範囲指示）補助制御文に＇ＡＬＬ＇を指定する．
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～～

ＳＩＭＰＬＩＡ／ＶＦ－ＦＩＬＥＣＯＭＰ Ｖ２０Ｌ２０ 注） →日付＊＊＊＊ 時刻 ＊＊＊＊

＊＊ ファイル比較チェックリスト ＊＊

ＯＬＤ ： ＵＳＥＲ０１．ＯＬＤ．ＦＩＬＥ

０００００００１ レコードＮＯ ０００００００１ フォーマットＮＯ ０１ ｌｏｃａｔｅ ００００１：０００５０
－－－－＊－－－－１－－－－＊－）（－－－３－－－－＊－－－－４－－－－＊－－－－５
８１３００１ 鈴 木 太 郎 ０２０５ 海 外 営 業 部 営 業 課
Ｆ８Ｆ１Ｆ３Ｆ０Ｆ０Ｆ１２８ＣＥＥＢＣＣＤＡＣ２Ｃ０ＣＦＢＡ２９ ４０４０Ｆ０Ｆ２Ｆ０Ｆ５２８Ｂ３Ａ４Ｂ３Ｂ０Ｂ１Ｃ４Ｂ６Ｃ８Ｃ９Ｆ４Ｂ１Ｃ４Ｂ６Ｃ８Ｂ２ＤＤ２９
？

０００００００２ レコードＮＯ ０００００００４ フォーマットＮＯ ０１ ｌｏｃａｔｅ ００００１：０００５０ ⇨続く
－－－－＊－－－－１－－－－＊－）（－－－３－－－－＊－－－－４－－－－＊－－－－５
８１３００４ 渡 辺 幸 一 ０２０５ 海 外 営 業 部 営 業 課
Ｆ８Ｆ１Ｆ３Ｆ０Ｆ０Ｆ４２８Ｃ５ＣＦＣＡＤ５Ｂ９ＡＣＢ０ＥＣ２９ ４０４０Ｆ０Ｆ２Ｆ０Ｆ５２８Ｂ３Ａ４Ｂ３Ｂ０Ｂ１Ｃ４Ｂ６Ｃ８Ｃ９Ｆ４Ｂ１Ｃ４Ｂ６Ｃ８Ｂ２ＤＤ２９

？？
０００００００３ レコードＮＯ ０００００００５ フォーマットＮＯ ０１ ｌｏｃａｔｅ ００００１：０００５０

－－－－＊－－－－１－－－－＊－）（－－－３－－－－＊－－－－４－－－－＊－－－－５
８１３００５ 中 野 修 一 ０２０５ 海 外 営 業 部 営 業 課
Ｆ８Ｆ１Ｆ３Ｆ０Ｆ０Ｆ５２８Ｃ３Ｅ６ＣＣＥＥＢＤＡ４Ｂ０ＥＣ２９ ４０４０Ｆ０Ｆ２Ｆ０Ｆ５２８Ｂ３Ａ４Ｂ３Ｂ０Ｂ１Ｃ４Ｂ６Ｃ８Ｃ９Ｆ４Ｂ１Ｃ４Ｂ６Ｃ８Ｂ２ＤＤ２９

？？
０００００００４ レコードＮＯ ０００００００６ フォーマットＮＯ ０１ ｌｏｃａｔｅ ００００１：０００５０

－－－－＊－－－－１－－－－＊－）（－－－３－－－－＊－－－－４－－－－＊－－－－５
８２３００６ 平 忠 彦 ０２０５ 海 外 営 業 部 営 業 課
Ｆ８Ｆ２Ｆ３Ｆ０Ｆ０Ｆ６２８ＣＡＢＦＣ３Ｅ９Ｃ９Ａ７２９４０４０ ４０４０Ｆ０Ｆ２Ｆ０Ｆ５２８Ｂ３Ａ４Ｂ３Ｂ０Ｂ１Ｃ４Ｂ６Ｃ８Ｃ９Ｆ４Ｂ１Ｃ４Ｂ６Ｃ８Ｂ２ＤＤ２９

？？
０００００００５ レコードＮＯ ００００００１０ フォーマットＮＯ ０１ ｌｏｃａｔｅ ００００１：０００５０

－－－－＊－－－－１－－－－＊－）（－－－３－－－－＊－－－－４－－－－＊－－－－５
８２３０００ 宮 崎 伸 ０２０５ 海 外 営 業 部 営 業 課
Ｆ８Ｆ２Ｆ３Ｆ０Ｆ０Ｆ０２８Ｂ５ＤＣＢＡＥＡＢＦＡＤ２９４０４０ ４０４０Ｆ０Ｆ２Ｆ０Ｆ５２８Ｂ３Ａ４Ｂ３Ｂ０Ｂ１Ｃ４Ｂ６Ｃ８Ｃ９Ｆ４Ｂ１Ｃ４Ｂ６Ｃ８Ｂ２ＤＤ２９

？

合 計 読込件数 比較件数 不一致件数 一致件数
ＯＬＤ ： １０ １０ ５ ５
ＮＥＷ ： １０ １０ ５ ５

～～

～～

ＰＡＧＥ １

ＮＥＷ ： ＵＳＥＲ０１．ＮＥＷ．ＦＩＬＥ

レコードＮＯ ０００００００１ フォーマットＮＯ ０１ ｌｏｃａｔｅ ００００１：０００５０
－－－－＊－－－－１－－－－＊－）（－－－３－－－－＊－－－－４－－－－＊－－－－５
８５３００１ 鈴 木 太 郎 ０２０５ 海 外 営 業 部 営 業 課
Ｆ８Ｆ５Ｆ３Ｆ０Ｆ０Ｆ１２８ＣＥＥＢＣＣＤＡＣ２Ｃ０ＣＦＢＡ２９ ４０４０Ｆ０Ｆ２Ｆ０Ｆ５２８Ｂ３Ａ４Ｂ３Ｂ０Ｂ１Ｃ４Ｂ６Ｃ８Ｃ９Ｆ４Ｂ１Ｃ４Ｂ６Ｃ８Ｂ２ＤＤ２９

続き⇨ ？
レコードＮＯ ０００００００４ フォーマットＮＯ ０１ ｌｏｃａｔｅ ００００１：０００５０

－－－－＊－－－－１－－－－＊－）（－－－３－－－－＊－－－－４－－－－＊－－－－５
８１３００４ 渡 辺 幸 二 ０２０５ 海 外 営 業 部 営 業 課
Ｆ８Ｆ１Ｆ３Ｆ０Ｆ０Ｆ４２８Ｃ５ＣＦＣＡＤ５Ｂ９ＡＣＣ６Ｆ３２９ ４０４０Ｆ０Ｆ２Ｆ０Ｆ５２８Ｂ３Ａ４Ｂ３Ｂ０Ｂ１Ｃ４Ｂ６Ｃ８Ｃ９Ｆ４Ｂ１Ｃ４Ｂ６Ｃ８Ｂ２ＤＤ２９

？？
レコードＮＯ ０００００００５ フォーマットＮＯ ０１ ｌｏｃａｔｅ ００００１：０００５０

－－－－＊－－－－１－－－－＊－）（－－－３－－－－＊－－－－４－－－－＊－－－－５
８１３００５ 中 山 修 一 ０２０５ 海 外 営 業 部 営 業 課
Ｆ８Ｆ１Ｆ３Ｆ０Ｆ０Ｆ５２８Ｃ３Ｅ６ＢＢＢ３ＢＤＡ４Ｂ０ＥＣ２９ ４０４０Ｆ０Ｆ２Ｆ０Ｆ５２８Ｂ３Ａ４Ｂ３Ｂ０Ｂ１Ｃ４Ｂ６Ｃ８Ｃ９Ｆ４Ｂ１Ｃ４Ｂ６Ｃ８Ｂ２ＤＤ２９

？？
レコードＮＯ ０００００００６ フォーマットＮＯ ０１ ｌｏｃａｔｅ ００００１：０００５０

－－－－＊－－－－１－－－－＊－）（－－－３－－－－＊－－－－４－－－－＊－－－－５
８２３００６ 平 忠 雄 ０２０５ 海 外 営 業 部 営 業 課
Ｆ８Ｆ２Ｆ３Ｆ０Ｆ０Ｆ６２８ＣＡＢＦＣ３Ｅ９ＣＤＢＡ２９４０４０ ４０４０Ｆ０Ｆ２Ｆ０Ｆ５２８Ｂ３Ａ４Ｂ３Ｂ０Ｂ１Ｃ４Ｂ６Ｃ８Ｃ９Ｆ４Ｂ１Ｃ４Ｂ６Ｃ８Ｂ２ＤＤ２９

？？
レコードＮＯ ００００００１０ フォーマットＮＯ ０１ ｌｏｃａｔｅ ００００１：０００５０

－－－－＊－－－－１－－－－＊－）（－－－３－－－－＊－－－－４－－－－＊－－－－５
８２７０００ 宮 崎 伸 ０２０５ 海 外 営 業 部 営 業 課
Ｆ８Ｆ２Ｆ７Ｆ０Ｆ０Ｆ０２８Ｂ５ＤＣＢＡＥＡＢＦＡＤ２９４０４０ ４０４０Ｆ０Ｆ２Ｆ０Ｆ５２８Ｂ３Ａ４Ｂ３Ｂ０Ｂ１Ｃ４Ｂ６Ｃ８Ｃ９Ｆ４Ｂ１Ｃ４Ｂ６Ｃ８Ｂ２ＤＤ２９

？

～～

（注） 日付・時刻には，ファイル比較チェックリストを出力した日付・時刻が出力される．

図１１．２ ファイル比較チェックリスト（ダンプ形式）出力機能のドキュメント
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１１．３ 抽出レコードファイル出力機能の稼動確認

提供ＪＣＬファイルのメンバ＇ＳＥＬＥＣＴ＇を修正し，実行する．実行後このジョブ制御文で出力した

ドキュメントが図１１．３と同じであること．抽出レコードファイルの編成，レコード形式，レコード長，ブロ

ック長が， 入力元データファイルと同じであることを確認する．

・ジョブ制御文の修正

稼働確認のためのジョブ制御文の修正箇所を説明する．説明以外の箇所は“１０．３ 実行用ジョブ制御文の

修正”で修正した内容と同じである．

－ ＰＡＲＭパラメタに実行時オプション＇ＳＥＬＥＣＴ＇を指定する．

－ 入力元のデータファイルに提供旧データファイルのデータセット名を指定する．

－ ＳＹＳＩＮ制御文に＠ＯＰＴＩＯＮＳ制御文と＠ＣＯＭＰＡＲＥ制御文を指定し，－ＭＯＰＴ（メンバ

選択）補助制御文に＇Ｍ＝ＰＳ＇を指定する．さらに，－ＲＥＣＯＲＤ（レコード選択）補助制御文に＇

ＣＯＵＮＴ＝（Ａ）＇を指定する．さらに，－ＤＡＴＡ（実値宣言）補助制御文に＇Ａ＝（３／５）＇を

指定する．
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ＳＩＭＰＬＩＡ／ＶＦ－ＦＩＬＥＣＯＭＰ Ｖ２０Ｌ２０ 注） →日付＊＊＊＊ 時刻 ＊＊＊＊ ＰＡＧＥ １

＊＊ トータルリスト ＊＊

読込件数 １０ 書込件数 ５

（注） 日付・時刻には，トータルリストを出力した日付・時刻が出力される．

図１１．３ 抽出レコードファイル出力機能のドキュメント
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１２．日本語名標辞書データ変換プログラム

このプログラムはＣＯＢＯＬ８５ ＤＦの順アクセス形式の日本語名標辞書を使用している利用者のために

提供するものであり，順アクセス形式からランダムアクセス形式（ＡＤＪＵＳＴの日本語ファイル編集ユーテ

ィリティで作成する日本語項目変換辞書の形式）に日本語名標辞書の作成データを変換するものである．

提供媒体の格納番号７でロードモジュールを，格納番号８で実行用ジョブ制御文を提供している．

ＣＯＢＯＬ８５ ＤＦの順アクセス形式の日本語名標辞書を使用している利用者は，このプログラムで変換

した作成データから，ＡＤＪＵＳＴの日本語ファイル編集ユーティリティでランダムアクセス形式の日本語名

標辞書を再作成して，本ソフトウェアで使用されたい．

１２．１ フォーマットの変換方法

本プログラムを使用した場合に，日本語名標辞書の作成データがどのように変換されるかを，図１２．１に示

し，各フィールドについて説明する．なお，本ソフトウェアで使用可能な日本語名標辞書の形式の詳細につ

いては，適用マニュアルを参照されたい． ◆【１】付録Ｄ

【変換前】
レコード長：１２０バイト

キー部 読み部 日本語データ部

３０バイト ３０バイト ６０バイト

【変換後】
レコード長：１２４バイト↓ ↓ ↓

キー部 レコード 有効文字
数 数 日本語データ部 読み部

項目キー 順序番号

２８バイト ２バイト ２バイト ２バイト ６０バイト ３０バイト

図１２．１ フォーマットの変換方法

１） キー部

－ 項目キー

変換前の３０バイトのキーの後ろ２バイトを切り捨てて，２８バイトの項目キーに設定される．

－ 順序番号

順序番号に＇０１＇が設定される．

２） レコード数

レコード数に＇０１＇が設定される．

３） 有効文字数

有効文字数に＇３０＇が設定される．

４） 日本語データ部

変換前の日本語データ部の内容がそのまま設定される．

５） 読み部

変換前の読み部の内容がそのまま設定される．
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１２．２ 日本語名標辞書再作成のジョブフロー

本プログラムを使用して，日本語名標辞書を再作成する場合のジョブフローを図１２．２に示す．

順アクセス形式の日本語名標辞書

↓

日本語名標辞書データ 順アクセス形式からランダム形式に
変換プログラム 日本語名標辞書の作成データを変換する

↓

ランダムアクセス形式の日本語名標辞書の
作成データ

↓

ソート 入力データのキー部を昇順にソートする

↓

ソート後ランダムアクセス形式の日本語名標辞書
の作成データ

ＶＳＡＭの日本
語名標辞書を作 ↓
成する場合 ＶＳＡＭ ＡＭＳ

ＡＤＪＵＳＴ 日本語名標辞書（日本語項目変換辞書）
日本語ファイル編集 作成
ユーティリティ

↓↓

ランダムアクセス形式の日本語名標辞書

図１２．２ 日本語名標辞書再作成のジョブフロー
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１２．３ 実行用ジョブ制御文

日本語名標辞書データ変換プログラムのジョブ制御文を図１２．３に示し，説明する．

下線部は変更箇所であり，図中の項番は説明中の項番に対応する．なお，下線が引かれていない部分でも，

システムに合わせて装置名などを変更する．

日本語名標辞書をＶＳＡＭで作成しない場合は，ＫＱＣＡＭＳ１ のステップは実行しなくてよい．

／／ＵＳＥＲ０１Ａ ＪＯＢ ＣＬＡＳＳ＝Ａ，ＭＳＧＣＬＡＳＳ＝Ｒ
／／＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊
／／＊ 日本語名標辞書 再創成 ＊
／／＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊
／／ＪＯＢＬＩＢ ＤＤ ＤＳＮ＝ＵＳＥＲ０１．ＦＩＬＥＣＯＭＰ．ＵＴＹＬＯＡＤ，ＤＩＳＰ＝ＳＨＲ ①
／／ ＤＤ ＤＳＮ＝ＳＹＳ１．Ｃ８５Ｌ２０．ＬＩＮＫＬＩＢ，ＤＩＳＰ＝ＳＨＲ ②
／／ ＤＤ ＤＳＮ＝ＳＹＳ１．ＡＤＪＵＳＴ．ＬＩＮＫＬＩＢ，ＤＩＳＰ＝ＳＨＲ
／／ＪＯＢＣＡＴ ＤＤ ＤＳＮ＝Ｎ８ＵＣＡＴ，ＤＩＳＰ＝ＳＨＲ ③
／／＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊
／／＊ ＤＥＦＩＮＥ ＣＬＵＳＴＥＲ ＊
／／＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊
／／ＫＱＣＡＭＳ１ ＥＸＥＣ ＰＧＭ＝ＫＱＣＡＭＳ，ＲＥＧＩＯＮ＝９６０Ｋ
／／ＳＹＳＰＲＩＮＴ ＤＤ ＳＹＳＯＵＴ＝＊
／／ＳＹＳＩＮ ＤＤ ＊
ＤＥＦ ＣＬＵＳＴＥＲ －

（ＮＡＭＥ（ＵＳＥＲ０１．ＲＡＮ．ＮＤＩＣＴ） － ④
ＩＮＤＥＸＥＤ －
ＵＮＩＱＵＥ －
ＫＥＹＳ（３０ ０） －
ＩＭＢＥＤ －
ＶＯＬＵＭＥＳ（ＤＡＳＤ０１） － ⑤
ＲＥＰＬＩＣＡＴＥ －
ＴＲＡＣＫＳ（５） － ⑥
ＲＥＣＯＲＤＳＩＺＥ（１２４ １２４）） －
ＤＡＴＡ －
（ＮＡＭＥ（ＵＳＥＲ０１．ＲＡＮ．ＮＤＩＣＴ．ＤＡＴＡ）） － ⑦
ＩＮＤＥＸ －
（ＮＡＭＥ（ＵＳＥＲ０１．ＲＡＮ．ＮＤＩＣＴ．ＩＤＸ）） ⑧

／／＊
／／＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊
／／＊＊ 日本語名標辞書 入力データ変換ＪＣＬ ＊
／／＊＊ 順アクセス→ランダムアクセス ＊
／／＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊
／／ＳＴＥＰ１ ＥＸＥＣ ＰＧＭ＝ＪＳＭＶＤＩＣＴ
／／ＪＳＭＶＪＵＮ ＤＤ ＤＳＮ＝ＵＳＥＲ０１．ＪＵＮ．ＮＤＡＴＡ，ＤＩＳＰ＝ＳＨＲ ⑨
／／ＪＳＭＶＲＡＮ ＤＤ ＤＳＮ＝＆＆ＲＡＮ，ＤＩＳＰ＝（，ＰＡＳＳ），ＵＮＩＴ＝ＳＹＳＤＡ，
／／ ＤＣＢ＝（ＲＥＣＦＭ＝ＦＢ，ＬＲＥＣＬ＝１２４，ＢＬＫＳＩＺＥ＝１２４０），
／／ ＳＰＡＣＥ＝（ＴＲＫ，（５０，１０）） ⑩
／／ＳＹＳＯＵＴ ＤＤ ＳＹＳＯＵＴ＝＊
／／＊
／／＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊
／／＊＊ ソート ＊
／／＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊
／／ＳＯＲＴ１ ＥＸＥＣ ＰＧＭ＝ＳＯＲＴ，ＲＥＧＩＯＮ＝１０２４Ｋ
／／ＳＹＳＯＵＴ ＤＤ ＳＹＳＯＵＴ＝＊
／／ＳＯＲＴＩＮ ＤＤ ＤＳＮ＝＆＆ＲＡＮ，ＤＩＳＰ＝（ＯＬＤ，ＤＥＬＥＴＥ），ＵＮＩＴ＝ＳＹＳＤＡ
／／ＳＯＲＴＯＵＴ ＤＤ ＤＳＮ＝＆＆ＦＩＬＣＭＰ，ＤＩＳＰ＝（，ＰＡＳＳ），ＵＮＩＴ＝ＳＹＳＤＡ，
／／ ＳＰＡＣＥ＝（ＴＲＫ，（５０，１０））， ⑩
／／ ＤＣＢ＝（ＲＥＣＦＭ＝ＦＢ，ＬＲＥＣＬ＝１２４，ＢＬＫＳＩＺＥ＝１２４０）
／／ＳＯＲＴＷＫ０１ ＤＤ ＵＮＩＴ＝ＳＹＳＤＡ，ＳＰＡＣＥ＝（ＣＹＬ，（１０，２０））
／／ＳＯＲＴＷＫ０２ ＤＤ ＵＮＩＴ＝ＳＹＳＤＡ，ＳＰＡＣＥ＝（ＣＹＬ，（１０，２０））
／／ＳＯＲＴＷＫ０３ ＤＤ ＵＮＩＴ＝ＳＹＳＤＡ，ＳＰＡＣＥ＝（ＣＹＬ，（１０，２０））
／／ＳＹＳＩＮ ＤＤ ＊

ＳＯＲＴ ＦＩＥＬＤＳ＝（１，３０，ＣＨ，Ａ）
／／＊

図１２．３ 日本語名標辞書データ変換プログラムのジョブ制御文例（続く）
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／／＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊
／／＊＊ 日本語ファイル編集ユーティリティ ＊
／／＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊
／／ＪＡＦＥ１ ＥＸＥＣ ＰＧＭ＝ＪＲＱＪＡＦＥ，ＲＥＧＩＯＮ＝１０２４Ｋ
／／ＳＹＳＰＲＩＮＴ ＤＤ ＳＹＳＯＵＴ＝＊
／／ＳＹＳＬＩＳＴ ＤＤ ＤＵＭＭＹ
／／ＳＹＳＩＮ ＤＤ ＊
－ ＡＤＤ ＯＵＴ（ＪＡＦＬＩＢ），ＦＩＥＬＤＳ＝（（３０，Ａ），（２，Ａ，Ｒ），（２，Ａ，Ｒ），（３０，Ｋ），（３０，Ａ））
－ ＦＯＲＭＡＴ ＳＡＭＥ
－ ＣＨＧＩＮ ＩＮ（ＣＨＧＬＩＢ）
－ ＥＮＤ
／／ＪＡＦＬＩＢ ＤＤ ＤＳＮ＝ＵＳＥＲ０１．ＲＡＮ．ＮＤＩＣＴ，ＤＩＳＰ＝ＳＨＲ ⑪
／／ＣＨＧＬＩＢ ＤＤ ＤＳＮ＝＆＆ＦＩＬＣＭＰ，ＤＩＳＰ＝（ＯＬＤ，ＤＥＬＥＴＥ），ＵＮＩＴ＝ＳＹＳＤＡ
／／＊

図１２．３ 日本語名標辞書データ変換プログラムのジョブ制御文例（続き）

① 日本語名標辞書データ変換プログラムのロードモジュールが格納されているデータセット名を指定す

る．

② ＣＯＢＯＬ８５およびＡＤＪＵＳＴのライブラリを指定する．認定ライブラリとなっている場合は，

指定してはならない． 注）ＡＤＪＵＳＴは動的結合用のトランジェントライブラリを指定すること．

③ 必要に応じてユーザカタログを指定する．

④ ランダムアクセス形式の日本語名標辞書のクラスタ名を指定する．

⑤ ＶＳＡＭの日本語名標辞書を作成するボリューム通し番号を指定する．

⑥ ランダムアクセス形式の日本語名標辞書のＶＳＡＭデータセット名の割当て容量を指定する．

⑦ ランダムアクセス形式の日本語名標辞書のデータ部名を指定する．

⑧ ランダムアクセス形式の日本語名標辞書のインデックス部名を指定する．

⑨ 順アクセス形式の日本語名標辞書の作成データセット名を指定する．

⑩ ランダムアクセス形式の日本語名標辞書の作成データセット名の割当て容量を指定する．

⑪ ランダムアクセス形式の日本語名標辞書のデータセット名を指定する．

ＶＳＡＭの場合は，④のクラスタ名を指定し，順編成のランダムアクセス形式の日本語名標辞書を作

成する場合は，レコードが１２４バイトの固定長ブロック化形式のデータセット名を指定する．

１２．４ 注意事項

本プログラムの使用上の注意事項を説明する．

－ キー部のデータに重複しているものがあるなど入力元の順アクセス形式の日本語名標辞書の作成デー

タに不備があっても，本プログラムはチェックおよびエラー処理を行わないので，そのまま変換される．

－ ランダムアクセス形式の日本語名標辞書の項目キーは２８バイト以内でなければならないので，順ア

クセス形式の日本語名標辞書の作成データのキー部に２９バイト以上のデータがある場合，２９バイト

以降が切り捨てて変換される．

２４



１３． 適用マニュアルの正誤表

マニュアル名称 マニュアルコード

ＯＳ ＩＶ ＳＩＭＰＬＩＡ／ＶＦ－ＦＩＬＥＣＯＭＰ 解説書 ７０ＡＲ－９９１０－２

表１３．１ 適用マニュアルの正誤表（続く）

項番 ページ 行・位置 旧 記 述（誤） 新 記 述（正）

１ １９ １．４．２ 必要データ 作業用ワークデータセット ３～４ の属性を変更
セット一覧 ◆参照 → １３．１
表１．２ データセッ
ト一覧

２ ２１ １．４．４ ＤＡＳＤ 作業用ワークデータセット ３～４ の属性を変更
容量見積り ◆参照 → １３．２
表１．４ ＤＡＳＤ容量見
積り

３ ２２ １．４．５ 制限事項・ （記述追加） ｃ）入力ファイルに関して
注意事項 １）同一キーを意識した比較に

て指定できる入力ファイル
のレコード長は，最大４０００
バイト（ＲＤＷ含む）である．

２）入力ファイルにリストファ
イルを指定した場合，コピ
ー句形式で複数のフォーマ
ットを指定することはでき
ない．また，リストファイ
ルでコピー句を指定する場
合は，制御文字部分を含ま
ないコピー句を指定する．

４ ５５ ３．２．４．４ －ＣＯＰ －ＣＯＰＹ補助制御文の記述形式を変更
Ｙ（コピー句選択 ◆参照 → １３．３
）補助制御文
［記述形式］

１２８ ３．４．４．４ －ＣＯＰ
Ｙ（コピー句選択
）補助制御文
［記述形式］

５ ５６ ３．２．４．４ －ＣＯＰ ＦＯＲＭオペランドの説明を変更
Ｙ（コピー句選択 ◆参照 → １３．４
）補助制御文
＜フォーマットの
指定＞

１２８ ３．４．４．４ －ＣＯＰ
Ｙ（コピー句選択
）補助制御文
＜フォーマットの
指定＞

６ ５６ ３．２．４．４ －ＣＯＰ ＲＥＤＥＦオペランドの説明を変更
Ｙ（コピー句選択 ◆参照 → １３．５
）補助制御文
＜ＲＥＤＥＦＩＮＥＳ 句を
含むコピー句のフ
ォーマット指定＞

１２９ ３．４．４．４ －ＣＯＰ
Ｙ（コピー句選択
）補助制御文
＜ＲＥＤＥＦＩＮＥＳ 句を
含むコピー句のフ
ォーマット指定＞

２５



表１３．１ 適用マニュアルの正誤表（続く）

項番 ページ 行・位置 旧 記 述（誤） 新 記 述（正）

７ ６７ ３．２．４．５ －ＲＥＣ なお，当補助制御文は複数個 当補助制御文は省略すること
ＯＲＤ（レコード 記述することができる．ただし はできない．なお，複数個記述
選択）補助制御文 ，省略することはできない． できるのは，マルチフォーマッ

ト指定時のＣＯＮＤオペランドおよ
びＡＬＬオペランドである．

１３１ ３．４．４．５ －ＲＥＣ
ＯＲＤ（レコード
選択）補助制御文

８ １０６ ３．３．４．４ －ＲＥＣ なお，当補助制御文は複数個 当補助制御文は省略すること
ＯＲＤ（レコード 記述することができる．ただし はできない．なお，複数個記述
選択）補助制御文 ，省略することはできない． できるのは，ＣＯＮＤオペランドを

指定した場合のみである．

９ ７０ ３．２．４．５ －ＲＥＣ ２） 仮名－５＝（旧開始レコード ２） 仮名－５＝（旧開始レコード
ＯＲＤ（レコード 件数：新開始レコード件数／比 件数：新開始レコード件数／比
選択）補助制御文 較レコード件数） 較レコード件数）
＜レコード件数に
よる比較の指定＞ 旧開始レコード件数には，旧 旧開始レコード件数には旧デ

データファイルの比較を開始す ータファイルの比較を開始する
１０７ ３．３．４．４ －ＲＥＣ るレコードを新開始レコード件 レコードを，新開始レコード件

ＯＲＤ（レコード 数には，新データファイルの比 数には新データファイルの比較
選択）補助制御文 較を開始するレコードを先頭レ を開始するレコードを，先頭レ
＜レコード件数に コードからの相対レコード件数 コードからの相対レコード件数
よる比較の指定＞ で指定する．値は １～９９９９９ で で指定する．値は １～９９９９９９９９

ある． である．
比較レコード件数には，比較 比較レコード件数には，比較

するレコード件数を指定する． するレコード件数を指定する．
値は １～９９９９９ である． 値は １～９９９９９９９９である．

１０ ７２ ３．２．４．５ －ＲＥＣ ２） 仮名－６＝（開始キー位置／ ２） 仮名－６＝（開始キー位置／
ＯＲＤ（レコード キー長） キー長）
選択）補助制御文
＜同一キーによる 開始キー位置とキー長の値は 開始キー位置とキー長の値は
比較の指定＞ ，開始キー位置＋キー長－１ ≦ ，開始キー位置＋キー長－１ ≦

４０００にする． ４０００とする．ただし，新／旧デ
１０７ ３．３．４．４ －ＲＥＣ ータファイルが可変長の場合は

ＯＲＤ（レコード ，≦３９９６とする．
選択）補助制御文 キー部は昇順であること．
＜同一キーによる
比較の指定＞

１１ ７４ ３．２．４．５ －ＲＥＣ ２） 仮名－５＝（旧開始ページ： ２） 仮名－５＝（旧開始ページ：
ＯＲＤ（レコード 新開始ページ／比較ページ数） 新開始ページ／比較ページ数）
選択）補助制御文
＜ページによる比 旧開始ページには，旧データ 旧開始ページには旧データフ
較の指定＞ ファイルの比較を開始するペー ァイルの比較を開始するページ

ジを新開始ページには，新デー を，新開始ページには新データ
１０８ ３．３．４．４ －ＲＥＣ タファイルの比較を開始するペ ファイルの比較を開始するペー

ＯＲＤ（レコード ージを先頭ページからの相対ペ ジを，先頭ページからの相対ペ
選択）補助制御文 ージ数で指定する．値は １～９９ ージ数で指定する．値は １～９９
＜ページによる比 ９９９ である． ９９９９９９である．
較の指定＞ 比較ページ数には，比較する 比較ページ数には，比較する

ページ数を指定する．値は １～ ページ数を指定する．値は １～
９９９９９ である． ９９９９９９９９である．

１２ ７７ ３．２．４．５ －ＲＥＣ ２） 仮名－７＝ ’データ項目名’ ２） 仮名－７＝ ’データ項目名’
ＯＲＤ（レコード ， 値 ， 値
選択）補助制御文
＜開始／終了条件 また，開始データ項目名，終 また，開始データ項目名，終
による比較の指定 了データ項目名は，－ＣＯＰＹ 補助 了データ項目名は，－ＣＯＰＹ 補助
＞ 制御文で定義されたフォーマッ 制御文で定義されたフォーマッ

ト中に存在しなければならない ト中に存在しなければならない
１３５ ３．４．４．５ －ＲＥ ． ．ただし，マルチフォーマット

ＣＯＲＤ（レコー 指定時には当オペランドは指定
ド選択）補助制御 できない．
文
＜開始／終了条件
による比較の指定
＞

２６



表１３．１ 適用マニュアルの正誤表（続き）

項番 ページ 行・位置 旧 記 述（誤） 新 記 述（正）

１３ ８４ ３．２．４．５ －ＲＥＣ ２） 仮名－７＝ ’データ項目名’ ２） 仮名－７＝ ’データ項目名’
ＯＲＤ（レコード ， 値 ， 値
選択）補助制御文
＜条件外レコード また，データ項目名は，－ＣＯＰ また，データ項目名は，－ＣＯＰ
による比較の指定 Ｙ補助制御文で定義されたフォ Ｙ補助制御文で定義されたフォ
＞ ーマット中に存在しなければな ーマット中に存在しなければな

らない． らない．ただし，マルチフォー
１４１ ３．４．４．５ －ＲＥ マット指定時には当オペランド

ＣＯＲＤ（レコー は指定できない．
ド選択）補助制御
文
＜条件外レコード
による比較の指定
＞

１４ １２３ ３．４．４ ＳＹＳＩＮ 実値宣言（－ＤＡＴＡ 補助制御文）の記述形式を変更
制御文 ◆参照 → １３．６
表３．７ 抽出レコー
ドファイル出力機
能で必要なＳＹＳＩＮ
制御文

１５ １３３ ３．４．４．５ －ＲＥＣ ２） 仮名－５＝（開始レコード件 ２） 仮名－５＝（開始レコード件
ＯＲＤ（レコード 数／抽出レコード数） 数／抽出レコード数）
選択）補助制御文
＜レコード件数に 開始レコード件数には，デー 開始レコード件数にはデータ
よる抽出の指定＞ タファイルの抽出を開始するレ ファイルの抽出を開始するレコ

コードを先頭レコードからの相 ードを，先頭レコードからの相
対レコード件数で指定する．値 対レコード件数で指定する．値
は １～９９９９９ である． は １～９９９９９９９９である．
抽出レコード件数には，抽出 抽出レコード件数には，抽出

するレコードの件数を指定する するレコード件数を指定する．
．値は １～９９９９９ である． 値は １～９９９９９９９９である．

１６ １３４ ３．４．４．５ －ＲＥＣ ２） 仮名－５＝（開始ページ／抽 ２） 仮名－５＝（開始ページ／抽
ＯＲＤ（レコード 出ページ数） 出ページ数）
選択）補助制御文
＜ページによる抽 開始ページには，データファ 開始ページにはデータファイ
出の指定＞ イルの抽出を開始するページを ルの抽出を開始するページを，

先頭ページからの相対レコード 先頭ページからの相対レコード
数で指定する．値は １～９９９９９ 数で指定する．値は １～９９９９９９
である． ９９である．
抽出ページ数には，抽出する 抽出ページ数には，抽出する

ページの数を指定する．値は １ ページ数を指定する．値は １～
～９９９９９ である． ９９９９９９９９である．

１７ ２４５ ５．２．２ 診断メッセ 診断メッセージ：ＪＳＭＶＦ４３３－Ｗを追加
ージ ◆参照 → １３．７

１８ ２６７ 付録Ｄ 日本語名 （表記の変更） （変更内容の説明）
標辞書

変更前：ユティリティ
変更後：ユーティリティ

１９ ２７４ 付録Ｅ ＶＦ－ＦＩＬＥＣＯＭＰのプロフィール取得方法を追加
◆参照 → １３．８

２７



１３．１ 表１．２ データセット一覧

【旧記述】

表１．２ データセット一覧 （続き）

区 必 選 編成 レコード レコード長 ブロック長
データ

ＤＤ名 （バイト） 用 途
セット名

分 須 択 （注１） 形式 （バイト） （注２）

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

作業用
レコード選択 （－ＲＥＣＯＲＤ）補助制

ワーク
ＪＳＭＶＦ００３ 御文の ＫＥＹオペランドを指定し

データ 作 － ○ ＰＳ Ｆ／ＦＢ ４０９６ ４０９６＊ｎ
～００４ た時に必要となるデータセット

セット
である．

３～４

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

【新記述】

表１．２ データセット一覧 （続き）

区 必 選 編成 レコード レコード長 ブロック長
データ

ＤＤ名 （バイト） 用 途
セット名

分 須 択 （注１） 形式 （バイト） （注２）

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

作業用 レコード選択 （－ＲＥＣＯＲＤ）補助制

データ ＪＳＭＶＦ００３ 御文の ＫＥＹオペランドを指定し
作 － ○ ＰＳ Ｖ ４０２７ レコード長＋４

セット ～００４ た時に必要となるデータセット

３～４ である．

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

２８



１３．２ 表１．４ ＤＡＳＤ容量見積り

【旧記述】

表１．４ ＤＡＳＤ容量見積り（続き）

レコード レコード長 ブロック長
データセット名 ＤＤ名 編成 トラック数（注）

形式 （バイト） （バイト）

旧データファイル のレコード数

＋
作業用ワーク

ＪＳＭＶＦ００３ 新データファイル のレコード数
データセット ＰＳ Ｆ／ＦＢ ４０９６ ４０９６＊ｎ

～ ００４
３～４ ４７４７６

＊ｎ
ブロック長＋５１２

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～
注）－ Ｆ６４２５の場合で説明する．［ ］は小数点以下切上げ

ｎは，ブロック化定数
～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

【新記述】

表１．４ ＤＡＳＤ容量見積り（続き）

レコード レコード長 ブロック長
データセット名 ＤＤ名 編成 トラック数（注）

形式 （バイト） （バイト）

（旧データファイル のレコード数

＋
作業用

ＪＳＭＶＦ００３ レコード長 新データファイル のレコード数）
データセット ＰＳ Ｖ ４０２７

～ ００４ ＋４
３～４ ４７４７６

＊ｍ
ブロック長＋５１２

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～
注）－ Ｆ６４２５の場合で説明する．［ ］は小数点以下切上げ

ｎは，ブロック化定数

ｍは，以下の計算式で算出する．

４０２７（レコード長）
ｍ＝

下記対応表の作業用データセットレコード長

２９



［作業用データセットレコード対応表］

新／旧データファイル 作業用データセット

最大レコード長（バイト） レコード長（バイト）

１～ １００ １２７

１０１～ ５００ ５２７

５０１～１０００ １０２７

１００１～２０００ ２０２７

２００１～３０００ ３０２７

３００１～４０００ ４０２７

※レコード長はＲＤＷを含む．

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

３０



１３．３ ［記述形式］

【旧記述】

［記述形式］

オペレーション オ ペ ラ ン ド

ＮＡＭＥ＝コピー句名

［，ＦＯＲＭ＝（仮名－１（仮名－２）［：仮名－１（仮名－２）］…）］

－ＣＯＰＹ ［，ＲＥＤＥＦ ＝（仮名－１（仮名－２）［：仮名－１（仮名－２）］…）］

ＲＥＰ ＝（仮名－３［：仮名－３］…）
，

ＪＯＩＮ＝（仮名－４［：仮名－４］…）

【新記述】

［記述形式］

オペレーション オ ペ ラ ン ド

ＮＡＭＥ＝コピー句名

（仮名－１）
， ＦＯＲＭ＝

（仮名－１（仮名－２）：仮名－１（仮名－２）

［：仮名－１（仮名－２）］…）

－ＣＯＰＹ
（仮名－１）

， ＲＥＤＥＦ ＝
（仮名－１（仮名－２）：仮名－１（仮名－２）

［：仮名－１（仮名－２）］…）

ＲＥＰ ＝（仮名－３［：仮名－３］…）
，

ＪＯＩＮ＝（仮名－４［：仮名－４］…）
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１３．４ ＜フォーマットの指定＞

【旧記述】

ＦＯＲＭ＝（仮名－１（仮名－２）［：仮名－１（仮名－２）］…）

仮名－１＝ ’フォーマット名’

仮名－２＝ ’データ項目名’ ， 値

＜フォーマットの指定＞

１） ＦＯＲＭ＝（仮名－１（仮名－２）［：仮名－１（仮名－２）］…）

仮名－１～仮名－２は，１文字の英字（Ａ～Ｚ）で指定する．

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

ＦＯＲＭオペランドの定義順序と －ＲＥＣＯＲＤ補助制御文，－ＩＴＥＭ 補助制御文の定義順序は一致しなけ

ればならない．

【新記述】

（仮名－１）
ＦＯＲＭ＝

（仮名－１（仮名－２）：仮名－１（仮名－２）［：仮名－１（仮名－２）］…）

仮名－１＝ ’フォーマット名’

仮名－２＝ ’データ項目名’ ， 値

＜フォーマットの指定＞

（仮名－１）
１） ＦＯＲＭ＝

（仮名－１（仮名－２）：仮名－１（仮名－２）［：仮名－１（仮名－２）］…）

仮名－１～仮名－２は，１文字の英字（Ａ～Ｚ）で指定する．指定するフォーマットが一つの場

合は上の形式で指定し，複数の場合は下の形式で指定する．

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

ＦＯＲＭオペランドの定義順序と －ＲＥＣＯＲＤ補助制御文，－ＩＴＥＭ 補助制御文の定義順序は一致してい

なければならず， －ＲＥＣＯＲＤ補助制御文と －ＩＴＥＭ補助制御文を対にして，ＦＯＲＭオペランドの数分定

義しなければならない．
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１３．５ ＜ＲＥＤＥＦＩＮＥＳ 句を含むコピー句のフォーマット指定＞

【旧記述】

ＲＥＤＥＦ ＝（仮名－１（仮名－２）［：仮名－１（仮名－２）］…）

仮名－１＝ ’再定義項目名’

仮名－２＝ ’データ項目名’ ， 値

＜ＲＥＤＥＦＩＮＥＳ 句を含むコピー句のフォーマット指定＞

１） ＲＥＤＥＦ ＝（仮名－１（仮名－２）［：仮名－１（仮名－２）］…）

仮名－１～仮名－２は，１文字の英字（Ａ～Ｚ）で指定する．

２） 仮名－１＝ ’再定義項目名’

ＦＯＲＭオペランドで指定されたフォーマット中にＲＥＤＥＦＩＮＥＳ 句があり，再定義項目によるフォ

ーマット決定を行う場合に再定義項目名を指定する．

再定義項目名は， １～３０文字の英数字または日本語で指定する．

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

【新記述】

（仮名－１）
ＲＥＤＥＦ ＝

（仮名－１（仮名－２）：仮名－１（仮名－２）［：仮名－１（仮名－２）］…）

仮名－１＝ ’再定義項目名’

仮名－２＝ ’データ項目名’ ， 値

＜ＲＥＤＥＦＩＮＥＳ 句を含むコピー句のフォーマット指定＞

（仮名－１）
１） ＲＥＤＥＦ ＝

（仮名－１（仮名－２）：仮名－１（仮名－２）［：仮名－１（仮名－２）］…）

仮名－１～仮名－２は，１文字の英字（Ａ～Ｚ）で指定する．指定するフォーマットが一つの場

合は上の形式で指定し，複数の場合は下の形式で指定する．ただし，ＦＯＲＭオペランドが複数指

定されている場合は，当オペランドの複数指定はできない．

２） 仮名－１＝ ’再定義項目名’

再定義項目によるフォーマット決定を行う場合に再定義項目名を指定する．

再定義項目名は， １～３０文字の英数字または日本語で指定する．

また，再定義項目名は，ＦＯＲＭオペランドで指定したフォーマット中に存在しなければならない．

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～
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１３．６ 表３．７ 抽出レコードファイル出力機能で必要なＳＹＳＩＮ 制御文

【旧記述】

表３．７ 抽出レコードファイル出力機能で必要なＳＹＳＩＮ 制御文（続き）

ＰＡＲＭパラメタの 抽出レコード
ドキュメントキーワード ファイル出力

ＳＹＳＩＮ制御文
ＳＥＬＥＣＴ

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

６ 実値宣言 仮名－１＝ ’データ項目名’ △ ３．４．４．６
～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

（旧開始レコード件数：新開始レコード件数／

仮名－５＝ 比較レコード件数）

（旧開始ページ：新開始ページ ／比較ページ 数）

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

【新記述】

表３．７ 抽出レコードファイル出力機能で必要なＳＹＳＩＮ 制御文（続き）

ＰＡＲＭパラメタの 抽出レコード
ドキュメントキーワード ファイル出力

ＳＹＳＩＮ制御文
ＳＥＬＥＣＴ

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

６ 実値宣言 仮名－１＝ ’データ項目名’ △ ３．４．４．６
～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

（開始レコード件数／抽出レコード件数）
仮名－５＝

（開始ページ 数／抽出ページ 数）

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～
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１３．７ ５．２．２ 診断メッセージ

【旧記述】

（記述追加）

【新記述】

ＪＳＭＶＦ４３３－Ｗ

不一致レコードを検出しました．＠ＣＯＭＰＡＲＥ番号＝＠１

［メッセージの意味］

＠１番目の比較結果に不一致レコードを検出した．

［パラメタの意味］

＠１：＠ＣＯＭＰＡＲＥ制御文番号

複数メンバ（ファイル）指定の場合，＠ＣＯＭＰＡＲＥ制御文番号，メンバ名またはＭＴ（旧ファイル順

序番号：新ファイル順序番号）

［システムの処理］

処理を続行する．

［利用者の処置］

必要ならばファイル比較チェックリストで不一致個所を確認する．
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１３．８ 付録Ｅ ＶＦ－ＦＩＬＥＣＯＭＰのプロフィール取得方法

【旧記述】

（記述追加）

【新記述】
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付録Ｅ ＶＦ－ＦＩＬＥＣＯＭＰのプロフィール取得方法

ＶＦ－ＦＩＬＥＣＯＭＰ のバージョンレベル等のプロフィールを，コマンドプロシジャを起動して参照したり，

ユーザルーチンから呼び出して取得したりすることができる．

－ コマンドプロシジャでのプロフィール通知

－ ユーザルーチンへのプロフィール通知

Ｅ．１ コマンドプロシジャでのプロフィール通知
プログラム名ＪＳＭＦＰＲＦ０をコマンドプロシジャにより起動してプロフィールを参照する．

起動時にＶ／Ｌ ，修正№，修正日付，修正時刻，実行ユーザＩＤ，実行日付および実行時間を表示する．

［起動用コマンドプロシジャ］

ＡＬＬＯＣ ＤＤ（ＳＹＳＯＵＴ） ＤＳ（＊） ＲＥＵ

ＬＩＢ ’ＣＯＢＯＬ８５ライブラリ名’

ＣＡＬＬ ’ＶＦ－ＦＩＬＥＯＣＭＰ ロードモジュールライブラリ 名（ＪＳＭＦＰＲＦ０）’ ’ＰＱ’

備考：下線付きの部分はユーザ用に修正する．

ＸＳＰ ではＳＹＳＯＵＴ ＤＤ 名をＬＩＳＴ ＤＤ 名に修正する．

［表示形式］

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊
＊ ＊
＊ ＳＩＭＰＬＩＡ／ＶＦ－ＦＩＬＥＣＯＭＰ Ｖ２０／Ｌ２０① ＊
＊ ＊
＊ 修正ＮＯ ＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ ０４／０６／１４ ＊
＊ ② ③ 修正時刻 １５．５６ ④ ＊
＊ 実行ユーザ ＩＤ ＵＳＥＲ０１ ⑤ ＊
＊ 実行日付 ３１／０７／１４ ⑥ ＊
＊ 実行時間 １２．５６．２５ ⑦ ＊
＊ ＊
＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

付図Ｅ．１ プロフィール参照用コマンドプロシジャと表示形式

①Ｖ／Ｌ ： 製品名称の右にバージョンレベルが表示される．

②修正ＮＯ ： 製品版は，“＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊”が表示される．

修正版は，修正№が表示される．
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③修正日付 ： 製品版または修正版の作成日が表示される．（ｄｄ／ｍｍ／ｙｙ）

④修正時刻 ： 製品版または修正版の作成時刻が表示される．（ｈｈ．ｍｍ ）

⑤実行ユーザ ＩＤ： 実行しているユーザＩＤが表示される．

⑥実行日付 ： 実行した日付が表示される．（ｄｄ／ｍｍ／ｙｙ）

⑦実行時刻 ： 実行した時刻が表示される．（ｈｈ．ｍｍ．ｓｓ）

Ｅ．２ ユーザルーチンへのプロフィール通知
プログラム名ＪＳＭＦＰＲＦ１をユーザルーチンより呼び出すことによりプロフィールを取得する．

ＪＳＭＦＰＲＦ１はユーザルーチンに，Ｖ／Ｌ ，修正Ｎｏ，修正日付，修正時刻，実行ジョブ名，実行日付および

実行時刻を通知する．

［呼出形式］

ＣＡＬＬ ’ＪＳＭＦＰＲＦ１’ ＵＳＩＮＧ パラメタ

［パラメタの内容と説明］

レベル 項目名 属性 内容

０１ パラメタ
０３ 依頼パラメタ ユーザルーチンで設定する領域
０５ 依頼入力区分 Ｘ（０１） ’Ｐ’ を設定
０５ 依頼処理形態 Ｘ（０１） ’Ｂ’ を設定
０５ 依頼ツール名 Ｘ（０１） ’Ｑ’ を設定
０５ ＦＩＬＬＥＲ Ｘ（０８）

０３ 結果パラメタ ＪＳＭＦＰＲＦ１が設定する領域
０５ ツール名 Ｘ（３０） ’ＳＩＭＰＬＩＡ／ＶＦ－ＦＩＬＥＣＯＭＰ’
０５ バージョンレベル Ｘ（０６） ＶＦ－ＦＩＬＥＣＯＭＰ のＶ／Ｌ
０５ 修正ＮＯ Ｘ（１０） ＶＦ－ＦＩＬＥＣＯＭＰ の修正№
０５ 修正日付 Ｘ（０８） ＶＦ－ＦＩＬＥＣＯＭＰ の修正日付（ｙｙ．ｍｍ．ｄｄ）
０５ 修正時刻 Ｘ（０８） ＶＦ－ＦＩＬＥＣＯＭＰ の修正時刻（ｈｈ．ｍｍ ）
０５ ＦＩＬＬＥＲ Ｘ（０８）
０５ 実行ジョブ名 Ｘ（０８） 動作しているジョブ名
０５ ＦＩＬＬＥＲ Ｘ（０８）
０５ 実行日付 Ｘ（０８） ＪＳＭＦＰＲＦ１の実行日付（ｙｙ．ｍｍ．ｄｄ）
０５ 実行時刻 Ｘ（０８） ＪＳＭＦＰＲＦ１の実行時刻（ｈｈ．ｍｍ．ｓｓ）
０５ リターンコード ９（０２） ００： 正常

０３： 入力区分エラー
０４： 処理形態エラー
０５： ツール名エラー

０５ ＦＩＬＬＥＲ Ｘ（０８）

付図Ｅ．２ ＪＳＭＦＰＲＦ１の呼出形式とパラメタの内容と説明
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１４．プログラム修正事項

前回提供のソフトウェアに対して以下のプログラム修正が行われている．

ただし，機能追加または強化に伴う修正内容を除く． ◆参照 → ４

表１４．１ プログラム修正事項（続く）

項番 プ ロ グ ラ ム 修 正 内 容 修正プログラム名

１ コピー句フォーマット指定機能において，計算機の日本語文字集合（拡 ＪＳＭＶＦＫ５０
張漢字および拡張非漢字など）が存在するコピー句を指定すると「ＪＳＭＶＦ６０ ＪＳＭＶＦＫ６０
１－Ｅ 指定されたコピー句にエラーがあります．」のメッセージが出力され ＪＳＭＶＦ３０２
る． ＪＳＭＶＦ３１４
（対処） ＪＳＭＶＦ３１６
計算機の日本語文字集合が存在するコピー句を指定できるように修正し ＪＳＭＶＦ３１８

た． ＪＳＭＶＦ３２２
ＪＳＭＶＦ３４２

指定方法は以下のとおり． ＪＳＭＶＦ３４８
ＳＹＳＩＮ制御文の＠ＯＰＴＩＯＮＳ（オプション選択）制御文にＮＣＷオプションを指定 ＪＳＭＶＦ３６０

する． ＪＳＭＶＦ３６２
ＳＴＤ ＪＳＭＶＦ３９４

， ＮＣＷ（ ）
ＳＹＳ

＜利用者語に使用できる日本語文字集合の指定＞
ＮＣＷ（ＳＴＤ）：システム共通の日本語文字集合を使用する．
ＮＣＷ（ＳＹＳ）：計算機の日本語文字集合を使用する．
当オペランドを省略した場合は，ＳＴＤを指定したものとみなす．

２ コピー句フォーマット指定機能において，－ＤＡＴＡ補助制御文にＪＩＳ第一水 ＪＳＭＶＦ３３３
準以外の日本語を指定すると「ＪＳＭＶＦ１４６－Ｅ －ＤＡＴＡ補助制御文に指定 ＪＳＭＶＦ３７７
できない文字又は語が存在します．」または「ＪＳＭＶＦ１４８－Ｅ －ＤＡＴＡ補 ＪＳＭＶＦ３６８
助制御文の ＲＥＰ又はＪＯＩＮに指定できない文字又は語が存在します
．」のメッセージが出力される．
（対処）
制御文にＪＩＳ第一水準以外の日本語も指定できるように修正した．

３ －ＤＡＴＡ補助制御文に，以下に示す区切り文字の内部コードを含む日本語を ＪＳＭＶＦ３３３
指定すると「ＪＳＭＶＦ１４６－Ｅ －ＤＡＴＡ補助制御文に指定できない文字又は ＪＳＭＶＦ３７７
語が存在します．」のメッセージが出力される． ＪＳＭＶＦ９０２
コンマ ”，” ［Ｘ’６Ｂ’］
アポストロフィ ”’” ［Ｘ’７Ｄ’］
イコール ”＝” ［Ｘ’７Ｅ’］

（対処）
制御文に上記区切り文字の内部コードを含む日本語を指定できるように

修正した．

４ 新／旧データファイルに連結した区分編成データセットを指定した場合 ＪＳＭＶＦ９Ｂ１
，－ＭＯＰＴ補助制御文で単独指定（ＭＥＭＢＥＲ＝’メンバ名’）を行うと「ＪＳＭＶＦ６１７－Ｕ ＪＳＭＶＦ９Ｅ１
ユーザデータ１のアクセスでエラーが発生しました．」または「ＪＳＭＶＦ６１ ＪＳＭＶＦ９Ｈ１
８－Ｕ ユーザデータ２のアクセスでエラーが発生しました．」のメッセージ ＪＳＭＶＦ９８１
が出力される．
（対処）
連結した区分編成データセットに対して，－ＭＯＰＴ補助制御文で単独指定

できるように修正した．

５ ファイル比較チェックリスト（ダンプ形式）出力機能において，以下の ＪＳＭＶＦＨ３０
条件をすべて満たす場合，正しく比較されない． ＪＳＭＶＦＨ４２
－ 新／旧データファイルにＭＴ媒体を指定
－ ＳＹＳＩＮ制御文の－ＩＴＥＭ（比較範囲指示）補助制御文でＳＫＩＰオペランド

を指定
（対処）
上記条件の場合でも正しく比較されるように修正した．

３９



表１４．１ プログラム修正事項（続き）

項番 プ ロ グ ラ ム 修 正 内 容 修正プログラム名

６ ファイル比較チェックリスト（ダンプ形式）出力機能において，以下の ＪＳＭＶＦＨ３６
条件をすべて満たす場合，Ｓ５１３－０４（多重オープンエラー）で異常終了する
．
－ 新／旧データファイルにＭＴ媒体を指定
－ ＳＹＳＩＮ制御文に＠ＣＯＭＰＡＲＥ（比較条件選択）制御文を複数指定
－ 各＠ＣＯＭＰＡＲＥ（比較条件選択）制御文の旧データファイルは正常な指

定
－ 最終の＠ＣＯＭＰＡＲＥ（比較条件選択）制御文以外で新データファイルが

エラーとなる指定
（対処）
上記条件の場合でも異常終了しないように修正した．

７ コピー句フォーマット指定機能において，ＣＯＢＯＬコンパイラによるコピ ＪＳＭＶＦＫ００
ー句解析時にリージョン不足が発生すると，「ＪＳＭＶＦ３０７－Ｓ ＣＯＢＯＬコ
ンパイラの呼出しに失敗しました．復帰コード＝０００Ｃ」が出力される
．
（対処）
復帰コードが正しく出力されるように修正した．リージョン不足の場合

には”１０６”が出力される．

８ ＳＹＳＩＮ制御文結果リスト中のエラーメッセージが改ページのタイミング ＪＳＭＶＦ０００
で出力された場合，１ページ目のヘッダ名と異なるヘッダ名“＊＊ エラ ＪＳＭＶＦ９４２
ー情報メッセージ ＊＊”が出力される．また，カラム見出しが出力さ
れない．
（対処）
ＳＹＳＩＮ制御文結果リスト中のヘッダは，１ページ目と同じヘッダ名およ

びカラム見出しが出力されるように修正した．

４０
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